
九
州
は
様
々
な
面
で
日
本
の
縮

図
的
要
素
が
あ
る
。
中
で
も
交
通

網
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
宮
崎
県

は
、
九
州
他
県
に
比
べ
、
経
済
発

展
か
ら
や
や
取
り
残
さ
れ
て
き

た
。
道
路
だ
け
が
大
切
な
訳
で
は

な
い
が
、
社
会
的
な
基
礎
イ
ン
フ

ラ
が
な
く
て
は
生
活
基
盤
が
弱

く
、
他
所
と
同
じ
生
活
は
出
来
な

い
。東

国
原
知
事
は
こ
う
話
す
。

「
遅
れ
た
地
域
に
イ
ン
フ
ラ
は

重
要
だ
。
何
と
言
わ
れ
よ
う
が
、

宮
崎
だ
け
じ
ゃ
な
く
全
国
的
に
遅

れ
た
地
域
に
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
を

図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
活
動
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
、
地

方
の
声
を
中
央
あ
る
い
は
全
国
に

情
報
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

と
思
う
」

九
州
の
高
速
道
路
網
は
、
福
岡

か
ら
鹿
児
島
ま
で
主
に
西
側
を
南

北
に
走
る
九
州
縦
貫
自
動
車
道

と
、
大
分
か
ら
長
崎
へ
東
西
に
横

切
る
九
州
横
断
自
動
車
道
長
崎
大

分
線
が
全
線
で
供
用
し
て
い
る
。

だ
が
、
九
州
の
東
側
、
大
分
か
ら

宮
崎
を
経
て
鹿
児
島
を
結
ぶ
ル
ー

ト
は
未
完
。
特
に
宮
崎
県
内
で
は

寸
断
さ
れ
て
、
実
用
価
値
が
低

い
。鉄

道
も
同
様
だ
っ
た
。
西
側
を

走
る
鹿
児
島
本
線
に
比
べ
東
側
の

日
豊
本
線
は
、
電
化
や
複
線
化
も

遅
れ
た
。
九
州
新
幹
線
も
既
に
開

通
し
て
い
る
が
東
側
に
は
な
い
。

な
ぜ
開
発
が
遅
れ
る
の
か
は
分

か
ら
な
い
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、

大
分
（
豊
後
）
に
は
戦
国
大
名
、

大
友
宗
麟
が
勢
力
を
張
り
、
鹿
児

島
（
薩
摩
）
に
は
島
津
が
強
大
な

力
を
誇
っ
た
。
そ
の
狭
間
で
宮
崎

（
日
向
）
に
は
強
い
勢
力
が
お
ら

ず
、
強
力
な
藩
が
な
か
っ
た
か
ら

か
？お

か
げ
で
、
高
千
穂
の
よ
う
な

「
秘
境
」
が
あ
ち
こ
ち
に
残
る
。

こ
れ
を
観
光
資
源
と
し
て
、
新
た

な
旅
行
者
の
獲
得
を
目
指
そ
う

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で
、
郷
土

愛
に
根
ざ
し
た
地
域
お
こ
し
が
試

行
さ
れ
て
い
る
。

国
家
財
政
は
厳
し
い
が
、
公
共

事
業
削
減
は
地
方
に
し
わ
寄
せ
さ

れ
、
格
差
は
ま
す
ま
す
拡
大
す

る
。
地
域
お
こ
し
の
た
め
に
も
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
必
要
と
す
る
の

は
東
北
、
北
陸
、
山
陰
な
ど
全
国

共
通
の
課
題
で
あ
る
。

景
気
後
退
が
地
方
に
重
く
の
し
か
か
る
。
地
域
振
興
の
掛
け
声
と

は
裏
腹
に
地
域
格
差
は
広
が
る
。
地
域
お
こ
し
に
は
「
何
と
か
し
な

け
れ
ば
」
と
い
う
、
地
元
の
人
の
熱
意
と
努
力
が
不
可
欠
だ
。
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
郷
土
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
慈
し
む
心
か
ら
生
ま

れ
る
。
郷
土
愛
は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
歴
史
や
伝
統
に
よ
っ
て
、
風

土
の
な
か
で
育
ま
れ
る
。
東
国
原
英
夫
宮
崎
県
知
事
は
、
郷
里
の
政

治
的
・
経
済
的
荒
廃
を
「
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
」
と
思
っ
た
と

き
、
天
孫
降
臨
伝
説
の
地
、
宮
崎
・
高
千
穂
を
訪
れ
、
立
候
補
へ「
背

中
を
押
さ
れ
た
よ
う
な
『
気
』
を
感
じ
た
」
と
い
う
。
日
本
人
の
心

の
原
点
は
、
日
本
神
話
だ
。
神
話
や
伝
説
の
宝
庫
、高
千
穂
を
訪
ね
、

現
代
を
生
き
る
教
示
を
探
る
と
と
も
に
、
宮
崎
県
を
例
に
、
地
方
の

実
情
を
報
告
す
る
。

東国原英夫

宮崎県知事

「道の駅検定」２００９年春からスタート

神話の故郷、高千穂の峰々に広がる雲海。東洋一の道路橋「青雲橋」の眼下、日之影渓谷を跨ぐ赤い鉄橋は神話の里を繋ぐ高千穂鉄

道だ。雲間にかすむ水色の屋根は日之影町役場。青雲橋は名の通り雲が湧きやすい＝宮崎県西臼杵郡日之影町 （撮影：新藤健一）

特集「高千穂」を探る

日本風景街道「佐渡國しま海道」

列島保全への課題

祭畤大橋の仮橋開通

「福」を呼ぶ「鬼」１２選

国士学事始め なるほどブリッジ

話題の道の駅

読者の声 おもしろ万葉集

プレゼント パズル

グリーンツーリズム

石川県 山形県
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神
話
の
原
点

日
本
神
話
の
原
点
「
天
孫

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

降
臨
」
。

天
照
大
神
が
地
上

界
の
乱
れ
を
憂
い
、
孫
の

に
に
ぎ
の
み
こ
と

瓊
々
杵
尊
に
国
を
治
め
よ
と

命
じ
、
降
り
立
っ
た
地
が
高

千
穂
だ
。

延
岡
市
か
ら
約
５０
㌔
、
国

道
２
１
８
号
を
１
時
間
余
ひ

た
走
る
。
日
之
影
町
に
入
る

と
町
の
シ
ン
ボ
ル
「
青
雲

橋
」
が
目
に
入
る
。
国
道
に

架
か
る
道
路
橋
で
は
東
洋
一

を
誇
る
ア
ー
チ
橋
。
高
さ
１

３
７
㍍
、
長
さ
４
１
０
㍍
。

空
に
架
か
る
橋
の
眺
め
は
壮

大
だ
。
「
道
の
駅
青
雲
橋
」

か
ら
も
よ
く
見
え
る
。

ほ
ど
な
く
高
千
穂
峡
だ
。

阿
蘇
の
溶
岩
流
が
五
ヶ
瀬
川

沿
い
に
帯
状
に
流
れ
、
急
激

に
冷
え
て
柱
状
節
理
と
な
っ

た
。
日
本
の
滝
１
０
０
選
の

「
真
名
井
の
滝
」
や
神
都
高

千
穂
大
橋
な
ど
３
橋
が
山
々

の
紅
葉
に
映
え
て
美
し
い
。

高
千
穂
峡
を
一
望
す
る
情

報
発
信
基
地
「
道
の
駅
高
千

穂
」
は「
ひ
む
か
神
話
街
道
」

の
拠
点
。
神
話
に
ま
つ
わ
る

大
き
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
目

を
ひ
く
。
地
域
全
体
で
神
話

に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
が
数

多
く
行
わ
れ
る
。

風
景
の
中
の
歴
史

さ
ら
に
山
を
分
け
入
る
と

神
秘
的
な
た
た
ず
ま
い
の
高

千
穂
神
社
。
神
道
の
歴
史
の

跡
が
聖
域
独
特
の
幽
玄
な
趣

を
醸
し
出
す
。
後
藤
俊
彦
宮

司
の
話
は
説
得
力
が
あ
る
。

「
こ
こ
は
自
然
力
が
豊
か

で
心
が
落
ち
着
き
、
自
分
を

取
り
戻
せ
る
。
雄
大
な
風
景

に
気
持
ち
が
和
み
疲
れ
も
と

れ
、
魂
が
清
め
ら
れ
る
。
風

景
は
と
て
も
大
切
。
風
景
の

中
に
歴
史
が
あ
る
。
そ
こ
に

日
本
の
観
光
の
面
白
さ
、
意

味
が
あ
る
。
日
本
は
神
話
と

歴
史
に
区
別
が
な
い
。
自
然

を
大
事
に
し
、
歴
史
や
神
話

も
大
事
に
し
な
い
と
本
当
の

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
地
と
は

い
え
な
い
。
美
し
い
自
然
に

伝
説
が
加
わ
り
訴
え
て
く

る
。
日
本
人
は
そ
れ
を
大
切

に
し
な
い
と
い
け
な
い
」

高
千
穂
か
ら
一
転
南
下
、

秋
元
神
社
を
目
指
す
。
高
千

穂
か
ら
１
時
間
ほ
ど
。
雲
が

た
な
び
く
神
秘
的
な
別
世
界

だ
。
車
１
台
が
や
っ
と
の
切

り
立
っ
た
山
道
を
登
り
、
小

さ
な
集
落
を
抜
け
る
と
秋
元

に
着
く
。
天
翔
大
橋
が
眼
下

に
見
え
る
。
平
家
の
落
人
の

よ
う
に
逃
げ
隠
れ
す
る
人
が

入
っ
て
き
た
、
そ
ん
な
歴
史

を
抱
え
る
村
だ
と
い
う
。

山
奥
に
活
気

さ
ら
に
山
奥
に
進
む
と
行

き
止
ま
り
に
秋
元
神
社
が
あ

っ
た
。
世
界
中
か
ら
霊
感
師

が「
気
」を
受
け
に
訪
れ
る
聖

域
と
い
う
。
森
の
階
段
上
に

斜
め
に
構
え
た
木
の
鳥
居
。

曲
が
っ
て
本
殿
が
あ
る
。
老

朽
化
と
台
風
被
害
で
建
て
直

し
の
最
中
。
神
楽
殿
が
自
然

に
埋
も
れ
て
建
つ
。
山
神
楽

も
毎
年
、
開
か
れ
る
。

神
楽
の
時
期
は
、
ほ
し
ゃ

ど
ん
（
高
千
穂
地
方
で
は
夜

神
楽
を
伝
承
す
る
舞
手
の
こ

と
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
飯
干

淳
志
さ
ん
の
家
に
泊
ま
り
に

来
る
常
連
も
２０
人
程
。
湧
き

水
が
良
い
。
軟
度
６
度
の
軟

水
。
自
然
界
に
は
少
な
い
軟

ら
か
さ
で
、
２
年
経
っ
て
も

腐
ら
な
い
。
飯
干
さ
ん
自
ら

地
域
お
こ
し
の
代
表
格
だ
。

「
山
奥
な
の
に
若
い
人
が

九
州
各
地
か
ら
来
る
。
心
の

拠
り
所
を
求
め
る
の
か
、
満

た
さ
れ
る
場
所
な
の
で
は
。

霊
感
を
感
じ
る
人
は
ビ
リ
ビ

リ
く
る
と
も
。
元
気
を
も
ら

い
に
来
る
と
い
う
人
も
い

る
」
と
飯
干
さ
ん
。

地
域
お
こ
し
の
難
問
は

「
地
元
の
若
者
対
策
」
。
働
き

手
が
高
齢
化
し
６０
歳
以
上
で

ま
だ
現
役
。
代
替
わ
り
の

際
、
農
耕
地
の
放
棄
問
題
な

ど
が
浮
上
す
る
。
職
が
無
い

の
が
悩
み
で
、
補
助
金
頼
み

の
林
業
だ
け
で
は
生
活
で
き

な
い
。

高
千
穂
や
隣
の
五
ヶ
瀬
町

で
は
、
山
奥
の
立
地
を
逆
手

に
滞
在
型
・
体
験
型
の
旅
行

を
売
り
出
す
な
ど
、
様
々
な

地
域
振
興
計
画
を
試
み
て
い

る
。
例
え
ば
「
山
野
草
の
自

然
食
を
味
わ
い
、
農
家
民
宿

で
夜
神
楽
の
練
習
風
景
に

触
れ
る
」
「
南
国
宮
崎
で
ス

ノ
ー
ハ
イ
ク
、
霧
立
越
の
ロ

マ
ン
の
旅
」
な
ど
。
地
域
お

こ
し
に
必
死
の
努
力
が
続

く
。深

山
の
霊
気
に
触
れ
心
身

を
癒
や
し
て
下
界
に
戻
る
。

国
道
３
８
８
号
沿
い
、
延
岡

市
北
浦
町
古
江
の
「
道
の
駅

北
浦
」
は
一
転
、
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
日
豊
海
岸
国
定

公
園
内
の
下
阿
蘇
ビ
ー
チ
リ

ゾ
ー
ト
「
浜
木
綿
村
キ
ャ
ン

プ
場
」
に
あ
る
。
群
青
の
海

を
見
晴
ら
す
キ
ャ
ン
プ
場
に

は
、
キ
ャ
ビ
ン
が
建
ち
並

び
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
な
ど
、
様
々
な
設

備
が
整
う
。

「
東
九
州
伊
勢
え
び
海

道
」
と
名
づ
け
た
一
帯
で「
伊

勢
え
び
祭
り
」
な
ど
、
様
々

な
企
画
で
地
域
振
興
を
進
め

る
。
発
足
し
た
観
光
庁
が
力

を
入
れ
る
観
光
圏
整
備
実
施

計
画
の
認
定
対
象
地
域
「
新

東
九
州
観
光
圏
」
と
し
て
売

り
出
し
を
図
る
。

宮
崎
は
山
間
も
海
浜
も
、

郷
土
を
愛
す
る
人
た
ち
が
新

た
な
地
域
浮
揚
の
原
動
力
と

な
り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
活
動

を
展
開
し
て
い
た
。

「天孫降臨」の地、宮崎県・高千穂。神話や伝説、史

跡や民俗芸能に彩られたロマンあふれる秘境である。高

千穂峡はじめ観光名所は多いが、山深い土地だけに、出

向くのは簡単ではない。だが、郷土を愛する人たちは「日

本人の心のふるさと」ともいえる聖地を、観光新時代に

ふさわしい再発見の場として、改めて世に出したい。そ

んな地域おこしの真剣な取り組みが続く。

今
年
度
は
、
「
Ｉ
Ｔ
新
改

革
戦
略
」
（
平
成
１８
年
１
月

Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
決
定
）
の
方

針
を
受
け
て
公
表
さ
れ
た

「
Ｉ
Ｔ
Ｓ-

Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ

２
０
１
０

０８
年
度
大
規
模

実
証
実
験
実
施
計
画
（
平
成

２０
年
４
月
）
」
に
基
づ
き
、

安
全
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
の

実
証
実
験
を
、
東
京
（
合
同

実
証
実
験
）
及
び
各
地
域（
地

域
実
証
実
験
）
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
号
で
は
、
各
地

域
の
特
性
を
考
慮
し
て
実
施

さ
れ
る
「
地
域
実
証
実
験
」

の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

国
土
交
通
省
の
ス
マ
ー
ト

ウ
ェ
イ
に
お
け
る
地
域
実
証

実
験
は
、
関
越
自
動
車
道
、

名
古
屋
高
速
道
路
、
名
神
・

新
名
神
高
速
道
路
、
阪
神
高

速
道
路
及
び
山
陽
自
動
車
道

等
で
実
施
さ
れ
、
各
地
域
に

お
け
る
交
通
事
情
や
道
路
形

状
等
の
特
性
を
踏
ま
え
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の

検
証
を
行
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
阪
神
高
速
道

路
の
都
市
間
高
速
道
路
と
直

結
し
た
最
初
の
急
カ
ー
ブ

（
三
宅
カ
ー
ブ
）
で
は
、
高

速
度
で
進
入
す
る
車
両
に
よ

る
施
設
接
触
事
故
が
多
発
し

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年

６
月
か
ら
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ-

Ｉ
Ｄ

に
よ
り
高
速
度
の
車
両
を
検

知
し
、
注
意
喚
起
を
行
う
サ

ー
ビ
ス
を
検
証
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
名
神
高
速
道
路

及
び
新
名
神
高
速
道
路
に
お

い
て
は
、
大

都
市
（
大
阪

及

び

名

古

屋
）
に
向
か

う
交
通
量
が

多
く
、
複
数

の
経
路
が
存

在
し
ま
す
。

そ
こ
で
名
神

高
速
と
京
滋

バ
イ
パ
ス
の

経
路
選
択
支

援
を
目
的
と
し
て
、
従

来
の
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る

簡
易
図
形
で
の
道
路
交

通
情
報
以
外
に
広
域
的

な
渋
滞
や
交
通
規
制
な

ど
の
道
路
交
通
情
報
を

提
供
し
、
最
適
な
経
路

選
択
を
支
援
す
る
実
験

を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
北
日
本
地
域

の
道
路
に
お
い
て
は
、

通
行
止
め
原
因
の
約
５
割
を

雪
氷
関
連
が
占
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
う
ち
視
程
障
害

に
起
因
す
る
も
の
が
約
８
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
関
越
自
動
車
道

に
お
い
て
、
車
両
挙
動
の
ア

ッ
プ
リ
ン
ク
に
よ
り
、
冬
期

の
視
程
障
害
時
に
お
け
る
雪

氷
路
面
状
況
に
関
す
る
情
報

を
収
集
し
、
そ
の
情
報
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
音
声
や
画
像
に

よ
り
情
報
提
供
を
行
う
実
験

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ

の
さ
ら
な
る
展
開
を
推
進

し
、
各
地
域
で
の
道
路
交
通

に
お
け
る
様
々
な
課
題
の
解

決
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交

通
管
理
課

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
推

進
室
長

奥
谷

正

五ヶ瀬川上流にかかる橋。上から高千穂大橋、

神都高千穂大橋、神橋（新橋）

ほしゃどん・飯干淳志さん

高千穂神社宮司・後藤俊彦さん

国の名勝天然記念物「高千穂峡」
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全
国
の
高
速
道
路
計
画
に

対
し
て
開
通
し
て
い
る
供
用

率
は
８
月
末
現
在
６７
％
、
九

州
で
見
る
と
６５
％
で
あ
る
。

し
か
し
、
九
州
の
未
完
成
路

線
で
一
部
開
通
し
て
い
る
供

用
率
を
見
る
と
、
東
九
州
自

動
車
道
３６
％
（
う
ち
宮
崎
県

内
は
２１
％
）
、
九
州
横
断
自

動
車
道
延
岡
線
は
９
％
だ
。

宮
崎
県
内
全
線
の
供
用
率
は

４２
％
。
こ
れ
は
九
州
各
県
で

最
下
位
、
全
国
で
は
４５
番
目

に
当
た
る
。

現
在
、
延
岡
市
か
ら
福
岡

市
に
車
で
行
く
と
６
時
間
半

近
く
か
か
る
。
高
速
道
路
網

が
完
成
す
れ
ば
、
２
時
間
１３

分
に
短
縮
さ
れ
る
計
算
だ
。

横
断
道
が
出
来
れ
ば
、
熊
本

市
へ
現
在
３
時
間
余
か
か
っ

て
い
る
の
が
１
時
間
余
で
済

む
。
県
都
の
宮
崎
市
へ
行
く

の
で
さ
え
、
今
は
２
時
間

余
。
こ
れ
が
５２
分
で
行
け
る

よ
う
に
な
る
。

ス
ピ
ー
ド
の
問
題
だ
け
で

は
な
い
。
高
速
道
路
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
つ
な
が
る

メ
リ
ッ
ト
は
、
様
々
な
効
果

を
生
む
。
災
害
時
の
迂
回
路

や
救
急
医
療
、
農
産
物
な
ど

の
生
鮮
食
料
品
の
物
流
、
工

場
や
大
型
商
業
施
設
な
ど
の

企
業
誘
致
に
も
、
交
通
網
の

整
備
は
重
要
だ
と
い
え
る
。

例
え
ば
、
隣
県
の
熊
本
県

と
比
べ
、
東
京
の
築
地
市
場

で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
農
産

物
は
、
熊
本
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ

９
位
、
白
菜
１４
位
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
２１
位
な
の
に
対
し
、

生
産
量
は
似
た
よ
う
な
も
の

で
も
、
宮
崎
産
品
の
取
扱
量

は
い
ず
れ
も
「
順
位
外
」
で

あ
る
。

こ
う
し
た
宮
崎
の
実
態
に

つ
い
て
、
観
光
や
地
域
振
興

に
熱
心
に
取
り
組
む
青
島
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
冨
森
信
作

社
長
は
「
宮
崎
の
ブ
ラ
ン
ド

化
が
で
き
て
き
た
。
商
品
に

な
ら
な
か
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
が

商
品
に
な
っ
た
。
例
え
ば
地

鶏
の
炭
火
焼
、
冷
汁
…
。
無

名
料
理
、
未
確
認
料
理
に
ブ

ラ
ン
ド
が
で
き
た
。
観
光
は

３
割
料
理
、
３
割
温
泉
、
３

割
歴
史
、
継
承
が
楽
し
み
。

コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
き
た
ス
ポ

ー
ツ
も
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て

き
た
。
プ
ロ
野
球
以
外
も
呼

ぶ
た
め
大
会
を
増
や
し
、
合

宿
を
増
や
す
。
旅
館
組
合
が

計
画
し
た
」
と
話
す
。

東
国
原
・
宮

崎
県
知
事

は

「
地
方
に
と
っ

て
道
路
は
計
り

知
れ
な
い
効
果

が
あ
る
。
生
産

や
雇
用
の

誘

発
、
救
急
医
療

や
災
害
時
。
重

要
性
、
必
要
性

は
地
方
ほ
ど
感

じ
て
い
る
。
高

速
道
路
は
円
環

的
に
リ
ン
ク
し

て
初
め
て
機
能
す
る
。国
道
、

県
道
、村
道
、農
道
も
つ
な
が

っ
て
初
め
て
、
地
域
に
貢
献

で
き
る
。
道
は
連
携
、
連
結

が
重
要
。
人
体
で
言
え
ば
血

管
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
な

け
れ
ば
体
内
機
能
は
維
持
で

き
な
い
」
と
訴
え
て
い
る
。

島
根
県
の
石
見
銀
山
一
帯
が
昨

年
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
と
聞

い
た
と
き
は
、
正
直
言
っ
て
少
し

び
っ
く
り
し
た
。
か
な
り
難
航
し

一
時
は
延
期
と
見
ら
れ
て
い
た
の

を
逆
転
し
て
の
決
定
だ
と
言
う
。

日
本
で
の
世
界
遺
産
、
文
化
遺
産

登
録
は
日
光
、

奈
良
、
京
都
、

白
川
郷
・
五
箇

山
、
紀
伊
山
地

霊
場
、
姫
路
城
、
広
島
原
爆
ド
ー

ム
、
厳
島
神
社
な
ど
数
多
く
あ

り
、
私
も
そ
の
す
べ
て
を
訪
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
に
比
べ
て
石
見

銀
山
の
印
象
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な

か
っ
た
か
ら
だ
。

も
ち
ろ
ん
私
が
訪
ね
た
の
は
今

か
ら
２０
年
以
上
昔
で
、
十
分
整
備

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
ろ

う
。
代
官
所
跡
や
旧
家
の
な
ら
ん

だ
町
並
み
は
そ
れ
な
り
の
も
の
だ

が
、
鉱
山
の
跡
は
坑
口
か
ら
少
し

の
ぞ
く
だ
け
だ
っ
た
印
象
だ
。
鉱

山
地
域
よ
り
も
記
憶
に
残
っ
た
の

は
む
し
ろ
温
泉
津
の
町
並
み
と
銀

の
積
出
港
と
な
っ
て
い
た
沖
泊
港

だ
。
市
街
地
は
古
い
町
屋
や
温
泉

旅
館
が
数
多
く
残
っ
て
伝
統
的
建

造
物
群
を
形
成
し
て
お
り
、
沖
泊

港
も
外
海
か
ら
深
い
入
り
江
と
な

っ
て
風
や
波
を
防
い
で
お
り
活
発

な
荷
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
し
の

ば
れ
た
。

温
泉
津
も
有
名
な
温
泉
だ
か
ら

そ
の
日
は
温
泉
津
に
宿
泊
し
て
も

よ
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
時
の
も

う
一
つ
の
目
的
は
石
見
銀
山
地
域

か
ら
か
な
り
離
れ
た
有
福
温
泉
だ

っ
た
。
山
陰
の
温
泉
と
言
う
と
皆

生
と
玉
造
が
有
名
だ
が
そ
の
他
に

も
ひ
な
び
た
良
い
温
泉
は
少
な
く

な
い
。
当
時
あ
る
雑
誌
で
有
福
温

泉
に
行
く
と
福
に
会
い
ま
す
よ
と

い
う
紹
介
記
事
が
あ
り
、
温
泉
愛

好
家
と
し
て
実
地
検
証
に
来
た
の

だ
っ
た
。

温
泉
津
か
ら
山
陰
線
で
江
津
ま

で
行
っ
て
訪
ね
た
有
福
温
泉
は
、

斜
面
の
石
段
に
沿
っ
て
旅
館
が
建

ち
並
び
山
陰
の
伊
香
保
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
旅
館
の
数
は
十
軒
前

後
だ
し
山
陰
の
伊
香
保
は
オ
ー
バ

ー
だ
と
思
う
が
、
立

派
な
共
同
湯
が
あ
り

透
明
な
湯
の
良
い
温

泉
地
で
十
分
に
満
足

す
る
も
の
だ
っ
た
。
有
福
温
泉
で

ど
ん
な
福
に
会
っ
た
か
は
想
像
に

お
任
せ
す
る
と
し
、
私
は
世
界
遺

産
登
録
を
機
会
に
魅
力
を
増
し
た

で
あ
ろ
う
銀
山
地
域
を
含
め
て
、

こ
の
地
を
再
び
訪
れ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

「
道
の
駅
」
を
災
害
時
の

防
災
拠
点
と
し
て
活
用
す
る

動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
災

害
時
の
救
援
・
救
護
活
動
の

責
任
者
と
な
る
県
や
市
町
村

が
、
道
の
駅
と
広
域
的
に
連

携
し
、
防
災
に
つ
い
て
正
式

な
協
定
を
結
ぶ
動
き
だ
。

群
馬
県
は
１１
月
、
県
内
１９

カ
所
の
道
の
駅
を
災
害
時
に

活
用
す
る
た
め
、
道
の
駅
が

あ
る
県
内
１５
市
町
村
、
国
道

を
管
理
す
る
国
土
交
通
省
高

崎
河
川
国
道
事
務
所
な
ど
と

「
群
馬
県
『
道
の
駅
』
協
議

会
」
を
設
立
、「『
道
の
駅
』

の
防
災
総
合
利
用
に
関
す
る

基
本
協
定
」
を
結
ん
だ
。

協
定
は
、
地
震
や
水
害
な

ど
の
災
害
時
に
、
①
避
難
施

設
（
入
浴
や
炊
き
出
し
な
ど

も
）
の
提
供
②
救
援
物
資
・

給
水
の
提
供
、
保
管
と
物
流

拠
点
③
現
地
対
策
本
部
な
ど

関
係
機
関
の
活
動
拠
点
の
提

供
④
道
路
情
報
、
被
災
情
報

の
発
信
⑤
広
域
避
難
者
の
休

憩
、
飲
料
水
提
供
…
…
な
ど

を
定
め
て
い
る
。

災
害
対
応
ト
イ
レ
や
自
家

発
電
装
置
を
備
え
、
防
災
を

意
識
し
た
道
の
駅
建
設
も
あ

り
、
道
の
駅
防
災
拠
点
化
は

全
国
で
進
む
。
岐
阜
県
は
０７

年
末
、
県
東
部
地
域
の
道
の

駅
１０
駅
と
災
害
時
協
力
協
定

を
結
び
、
駅
の
在
庫
や
商
品

を
救
援
物
資
の
備
蓄
と
位
置

づ
け
る
仕
組
み
を
構
築
。
福

島
県
も
０８
年
８
月
、
県
内
１６

の
道
の
駅
「
連
絡
会
」
と
防

災
時
の
総
合
利
用
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
た
。

「
道
の
駅
」
防
災
拠
点
化

の
動
き
は
０４
年
１０
月
の
新
潟

県
中
越
地
震
が
契
機
。
道
路

不
通
な
ど
で
行
き
場
を
失
っ

た
通
行
車
両
や
周
辺
住
民
ら

が
、
情
報
や
救
援
を
求
め
て

手
近
な
道
の
駅
に
集
ま
っ

た
。
各
駅
は
救
援
や
復
旧
活

動
の
基
地
と
し
て
施
設
を
提

供
、
被
災
住
民
の
避
難
所
に

も
使
わ
れ
、
全
国
的
に
注
目

さ
れ
た
。
そ
の
後
も
各
地
の

豪
雨
災
害
や
新
潟
県
中
越
沖

地
震
、
能
登
半
島
地
震
な
ど

で
道
の
駅
が
注
目
さ
れ
た
。

各県で協定締結への動き

九州の高速道路ネットワークの整備状況

神武天皇腰掛岩

道
の
駅

郷土料理を囲みながらの地域交流（北浦で）

国民生活センター顧問

糠谷 真平

世
界
遺
産
「
石
見
銀
山
」
再
訪
を
願
う
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【
森
づ
く
り
を
通

じ
た
環
境
へ
の
取

り
組
み
】

住
友
グ
ル
ー
プ
で
は
近
代

産
業
発
祥
の
地
、
愛
媛
県
別

子
銅
山
周
辺
の
植
林
を
初

め
、
早
く
か
ら
緑
化
事
業
に

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
住
友
ゴ
ム
で
は
下
村
彰

男
東
京
大
学
大
学
院
教
授
の

指
導
で
「
種
か
ら
苗
を
育
て

植
樹
」
を
基
本
理
念
に
「
ど

ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
、
社
員
の
全
員
参
加
で
緑

化
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

昨
年
は
４３
万
個
の
ど
ん
ぐ
り

を
集
め
工
場
敷
地
内
な
ど
で

育
成
。
地
域
住
民
や
自
治
体

と
の
連
携
も
広
げ
、
毎
年
２

万
本
ず
つ
１０
年
間
で
２０
万
本

の
植
栽
を
目
指
し
ま
す
。
２５

年
後
、
全
工
場
の
Ｃ
Ｏ
２

年

間
排
出
量
を
す
べ
て
吸
収
可

能
に
し
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
国
土
交
通
省

と
、
六
甲
山
の
土
砂
災
害
防

止
に
役
立
つ
「
住
友
ゴ
ム
Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
の
森
」
づ
く
り
に

励
む
協
定
も
締
結
し
ま
し
た
。

【
事
業
活
動
に
お

け
る
環
境
へ
の
取

り
組
み
】

工
場
の
Ｃ
Ｏ
２

や
大
気
汚

染
物
質
削
減
の
た
め
、
重
油

か
ら
天
然
ガ
ス
へ
の
燃
料
転

換
を
推
進
し
て
お
り
、
１２
月

の
宮
崎
工
場
で
、
国
内
全
タ

イ
ヤ
工
場
の
導
入
が
完
了
し

ま
す
。

ま
た
、
発
電
廃
熱
を
有
効

利
用
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
も
積
極
的

に
導
入
し
て
い
ま
す
。

リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス

・
リ
サ
イ
ク
ル
の
３
Ｒ
も
推

進
。
０８
年
３
月
、
国
内
外
の

関
係
会
社
を
含
む
主
要
製
造

会
社
、
全
工
場
で
、
廃
棄
物

埋
め
立
て
１
％
未
満
の
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
業
界
で
初

め
て
達
成
し
ま
し
た
。

【
技
術
開
発
に
よ

る
環
境
へ
の
取
り

組
み
】

発
売
中
の
エ
コ
タ
イ
ヤ

「
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ
９７
」
は

石
油
外
天
然
資
源
の
使
用
を

９７
％
に
高
め
た
新
し
い
環
境

対
応
商
品
。
従
来
に
比
べ「
転

が
り
抵
抗
」
が
３５
％
低
く
燃

費
も
低
減
。
大
幅
な
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
用
タ
イ

ヤ
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｐ
６

７
８
Ｋ
」も
、転
が
り
抵
抗
３８

％
低
減
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
「
つ
く
る
と

き
・
廃
棄
す
る
と
き
」
は
石

油
外
天
然
資
源
、
省
資
源
、

リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
に

配
慮
▽
「
使
う
と
き
」
は
低

燃
費
に
加
え
安
全
・
快
適
で

あ
る
こ
と
を
厳
守
｜
と
定
め

た
環
境
配
慮
商
品
の
開
発
自

社
基
準
を
導
入
し
ま
し
た
。

０９
年
以
後
の
国
内
市
販
用

タ
イ
ヤ
は
す
べ
て
こ
の
基
準

を
満
た
し
、
海
外
市
販
用
も

１０
年
か
ら
順
次
、
基
準
に
合

格
し
た
低
燃
費
タ
イ
ヤ
を
投

入
。
今
後
数
年
で
低
燃
費
タ

イ
ヤ
新
商
品
を
相
次
ぎ
市

販
。
１３
年
に
究
極
の
「
１
０

０
％
石
油
外
天
然
資
源
タ
イ

ヤ
」
▽
１５
年
に
「
５０
％
転
が

り
抵
抗
低
減
タ
イ
ヤ
」
の
商

品
化
を
目
指
し
ま
す
。

日
本
一
大
き
な
島
、
新
潟

県
・
佐
渡
。
９
月
２５
日
、
四

半
世
紀
の
時
を
超
え
２７
年
ぶ

り
に
１０
羽
の
ト
キ
が
空
に
舞

っ
た
。
絶
滅
か
ら
の
再
生
。

２
０
１
５
年
ま
で
に
６０
羽
の

野
生
定
着
を
目
指
す
「
試
験

放
鳥
」
の
第
一
歩
だ
。
人
と

野
生
生
物
が
共
存
す
る
環
境

回
復
へ
の
壮
大
な
実
験
が
始

ま
っ
た
。

日
本
風
景
街
道
「
佐
渡
國

し
ま
海
道
」
は
３
エ
リ
ア
５

ル
ー
ト
あ
る
が
、
代
表
格
は

小
佐
渡
東
部
エ
リ
ア
の
ト
キ

街
道
だ
。
佐
渡
は
昔
か
ら
遠

流
の
地
。
貴
族
ら
が
伝
え
た

王
朝
文
化
▽
世

阿
弥
の
足

跡

（
古
代
・
北
陸

道
）
な
ど
中
世

武
家
文
化
▽
金

山
・
銀
山
の
道
（
中
山
街

道
）
が
象
徴
す
る
江
戸
文

化
。
歴
史
遺
産
に
加
え
日
本

海
の
荒
波
に
も
ま
れ
た
海
岸

線
（
外
海
府
）
な
ど
観
光
資

源
は
豊
富
だ
。
金
山
・
銀
山

も
世
界
遺
産
へ
の
登
録
に
向

け
て
運
動
中
だ
。

だ
が
、
ト
キ
の
飛
翔
復
活

は
衝
撃
的
だ
。
農
薬
の
な
い

棚
田
こ
そ
ト
キ
の
生
息
条

件
。
環
境
問
題
の
象
徴
と
し

て
、佐
渡
へ
の
視
線
は
熱
い
。

ト
キ
街
道
は
「
う
み
道
・

や
ま
道
・
さ
と
道
」
の
３
ル

ー
ト
。「
佐
渡
國
し
ま
海
道
」

会
長
、
計
良
（
け
ら
）
武
彦

さ
ん
（
６８
）
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ト

キ
ど
き
応
援
団
」
の
団
長
で

も
あ
る
。
ト
キ
の
餌
場
の
ビ

オ
ト
ー
プ
作
り
な
ど
、
野
生

復
帰
や
保
護
を
支
援
す

る
。
「
日
常
の
中
で
ト

キ
と
共
生
し
、
無
理
せ

ず
活
動
を
続
け
る
に
は

時
々
の
応
援
で
い
い
」

と
名
付
け
た
。
賛
助
会

員
は
「
ト
キ
た
ま
応
援

団
」
だ
。

電
機
メ
ー
カ
ー
を
定

年
後
、
８
年
前
に
東
京

か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
。
島
で

の
本
業
は
そ
ば
屋
だ

が
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
忙
し
い
。
朱
鷺

（
と
き
）
検
定
に
合
格
、
ト

キ
を
主
体
に
島
の
観
光
を
案

内
す
る
ト
キ
ガ
イ
ド
に
も
認

定
さ
れ
た
。
「
雪
や
寒
さ
で

餌
が
取
り
に
く
く
な
る
冬
場

を
１０
羽
は
無
事
に
乗
り
切
れ

る
か
」
。
計
良
さ
ん
は
心
配

で
た
ま
ら
な
い
。

事
務
局
の
平
原
匡
さ
ん

（
３１
）
は
新
潟
県
上
越
市
出

身
。
大
学
の
専
攻
が
古
い
建

築
の
研
究
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
佐
渡
文

化
財
研
究
所
の
事
務
局
長
。

能
舞
台
な
ど
の
調
査
で
佐
渡

に
住
み
着
い
た
。
村
々
に
伝

統
芸
能
が
根
付
い
て
お
り
、

能
舞
台
も
３２
カ
所
が
残
る
。

今
は
本
業
以
上
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
町
の
無
料

休
憩
所
「
寄
れ
っ
茶
屋
」
を

充
実
し
た
い
。
「
寄
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
」
の
佐
渡
方
言
が

「
寄
れ
っ
ち
ゃ
」
。
公
衆
ト

イ
レ
が
少
な
く
冬
は
閉
鎖
が

多
い
。
「
民
家
に
気
軽
に
寄

っ
て
休
憩
で
き
る
�
小
さ
な

道
の
駅
�
に
育
て
た
い
」

市
報
で
呼
び
か
け
た
ら
応

募
が
多
く
、
目
印
の
の
ぼ
り

が
あ
る
家
は
、
約
４０
カ
所
に

も
増
え
た
。
平
原
さ
ん
は

こ
の
制
度
、
仕
組
み
を
も

っ
と
島
お
こ
し
に
活
用
出

来
な
い
か
、
と
考
え
て
い

る
。高

橋
忠
さ
ん
（
６５
）
ト

シ
子
さ
ん
（
６５
）
夫
妻
の

家
も
「
寄
れ
っ
茶
屋
」
に

登
録
。
盛
岡
市
で
建
築
会

社
に
勤
め
、
定
年
で
３
年

前
に
移
住
。「
旅

行
で
佐
渡
が
気

に
入
っ
た
。
海

を
見
て
い
る
と

安
ら
ぐ
」
。
奥

さ
ん
も
「
旅
行
中
に
困
っ
た

時
、
親
切
に
さ
れ
る
と
と
て

も
う
れ
し
い
。
だ
か
ら
応
募

し
た
。
想
像
以
上
に
い
ろ
ん

な
人
が
立
ち
寄
っ
て
く
れ

る
」
と
、
お
茶
や
手
作
り
菓

子
で
も
て
な
す
の
が
楽
し
み

だ
。「

寄
れ
っ
茶
屋
」
の
発
案

者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
の
島
研
究

室
代
表
の
十
文
字
修
さ
ん

（
４８
）
も
、
神
奈
川
で
の
役

所
勤
め
を
辞
め
「
人
生
の
後

半
は
別
の
世
界
で
過
ご
し
た

い
」
と
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
。「
佐

渡
島
無
限
海
道
…
海
辺
の
昔

・
い
ま
・
未
来
に
出
合
う
島

一
周
の
道
づ
く
り
」
を
掲

げ
、
活
動
に
参
加
し
た
。

推
奨
す
る
の
は
外
海
府
の

海
岸
線
。
井
上
靖
が
随
筆「
佐

渡
の
海
」
に
「
日
本
で
一
番

美
し
い
海
岸
は
…
外
海
府
浦

一
帯
」
と
記
し
た
海
だ
。

住
友
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社
は
１１
月
、
住
友
ゴ
ム
グ
ル
ー
プ
の
新
た
な
環
境
方
針
を

発
表
。
経
営
の
最
重
要
課
題
と
し
て
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
す

る
、
と
表
明
し
ま
し
た
。
従
来
か
ら
「
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
」
と
Ｃ
Ｓ

Ｒ
基
本
理
念
に
定
め
、
地
球
環
境
や
社
会
の
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
を
目
指
す
活
動
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
は
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
∥
緑
化
▽
Ｅ
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
∥
事
業
環

境
負
荷
低
減
▽
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
∥
次
世
代
型
技
術
・
製
品
開
発
▽
Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
∥

人
に
優
し
い
施
策
▽
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
∥
誠
実
、
で
す
。
今
回
の
環
境
方
針
発

表
は
、
環
境
へ
の
関
わ
り
が
密
接
な
活
動
の
具
体
的
内
容
や
目
標
を
示
し
た
も
の

で
、
以
下
が
主
な
内
容
で
す
。

新
潟
県

佐

渡

ト
キ

絶
滅

か
ら
の
再
生
「
佐
渡
國
し
ま
海
道
」

「ＧＥＮＫＩ」へ環境方針

外海府の景勝地・大野亀付近

「佐渡國しま海道」計良会

長（右）と事務局の平原さん

空
舞
う
ト
キ

帰
ろ
う
昔
の
島
に

Ｇｒｅｅｎ Ｅｃｏｌｏｇｙ Ｎｅｘｔ Ｋｉｎｄｎｅｓｓ Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ

トキが放たれた棚田。冬も水を張り、餌が取りやすいよう気を配る

７

さ
ら
に

放
鳥
後
、
飛
翔
す
る
ト
キ
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「
君
の
名
は
」
の
ロ
ケ
地

と
い
う
景
勝
地
で
、
十
文
字

さ
ん
は
こ
れ
を
も
じ
っ
て
奇

岩
・
巨
岩
を
紹
介
す
る
「
岩

の
名
は
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

始
め
た
。

周
辺
の
山
に
は
杉
の
巨
木

な
ど
原
生
林
が
残
り
人
跡
未

踏
の
領
域
も
。
新
潟
大
学
が

管
理
し
て
入
山
制
限
す
る

が
、
無
断
立
ち
入
り
も
多

い
。「

佐
渡
國
し
ま
海
道
」
運

営
委
員
で
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
も
す
る
重
政
治
巳
さ
ん

（
６９
）
は
「
エ
コ
ツ
ア
ー
を

理
解
し
て
も
ら
う
の
は
な
か

な
か
難
し
い
」
と
、
自
然
保

護
と
の
両
立
に
苦
労
す
る
。

重
政
さ
ん
も
Ｉ
タ
ー
ン
移
住

組
み
だ
。

四
囲
が
海
だ
け
に
魚
介
類

は
新
鮮
で
、
特
産
の
牡
蠣（
か

き
）
や
寒
ブ
リ
は
今
か
ら
が

旬
。
魚
の
旨
い
土
地
は
酒
も

旨
い
。
佐
渡
市
ト
キ
め
き
濁

酒
特
区
（
ど
ぶ
ろ
く
特
区
）

の
制
度
を
使
っ
て
活
動
す
る

の
が
ト
キ
ガ
イ
ド
の
植
田
日

出
夫
さ
ん
（
６５
）。

ど
ぶ
ろ
く
が
作
り
た
く

て
農
家
民
宿
を
始
め
た
。

作
っ
た
酒
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
か
ら
、
寄
れ
っ
茶
屋
に

も
登
録
。
様
々
な
人
が
「
佐

渡
國
し
ま
海
道
」
活
動
を
支

え
る
。

「
エ
コ
の
島
で
ス
ロ
ー
ツ

ア
ー
を
！
」
。
伝
承
芸
能
や

文
化
が
あ
り
滞
在
・
体
験
型

旅
行
に
う
っ
て
つ
け
の
佐

渡
。
悩
み
は
「
伝
承
・
伝
統

芸
能
を
受
け
継
ぐ
世
代
の
減

少
」
と
い
う
。

で
も
「
島
の
内
外
で
い
ろ

ん
な
人
に
出
会
え
る
。
そ
ん

な
交
流
が
何
よ
り
楽
し
い
。

そ
れ
を
喜
び
に
島
お
こ
し
活

動
を
続
け
た
い
」
。
異
口
同

音
の
答
え
だ
っ
た
。

私
は
芸
人
と
政
治
家
の
感
性

は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、

目
の
前
の
人
々
に
何
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
瞬
時
に

察
知
す
る
能
力
が
そ
な
わ
っ
て

い
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
で

す
。２

０
０
０
年
に
大
学
に
入
り

直
し
、
政
治
と
の
関
わ
り
、
地

域
や
地
方
、
行
政
と
の
関
わ
り

合
い
を
、
ど
う
や
っ
て
持
つ

か
、
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
宮

崎
は
０５
年
の
台
風
１４
号
の
被
害

や
、
シ
ー
ガ
イ
ア
の
倒
産
、
官

製
談
合
な
ど
、
負
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
な
り
、ふ
る
さ
と
を「
ど

げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
」
と
。

背
中
を
押
し
た
の
は
高
千
穂

で
す
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
い

う
こ
と
ら
し
く
、
霊
気
、
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
を
感
じ
ま
し

た
。政

治
家
に
な
っ
て
も
感
性
を

大
事
に
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
生
か
す
、
自
分
ス

タ
イ
ル
を
持
ち
続
け
た
い
。
自

分
ら
し
さ
を
軸
に
、
僕
独
自
の

ス
タ
イ
ル
は
見
失
わ
な
い
よ

う
、
持
っ
て
い
た
い
。

人
は
、
自
然
体
が
一
番
強
い

の
か
な
。
武
道
も
、
自
然
体
で

肩
の
力
を
抜
い
て
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
が
最
大
限
の
パ
ワ
ー
を
発
揮

で
き
る
。

い
つ
も
自
然
体
で
、
そ
の
ま

ん
ま
の
姿
勢
で
い
る
こ
と
が
、

一
番
い
い
こ
と
だ
、
と
信
じ
て

い
ま
す
。

政
治
で
は
「
改
革
と
か
変

革
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
伝
統
的
に

白
人
社
会
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
の
中
で
、
オ
バ
マ
氏
が
「
ｃ

ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
」
と
言
っ
た
。

自
分
が
、黒
人
が
、白
人
社
会

の
大
統
領
に
な
る
ん
だ
、
と
。

今
、
白
人
は
６０
％
強
だ
と
思

い
ま
す
が
、
人
種
の
る
つ
ぼ
ア

メ
リ
カ
で
、
自
分
が
ト
ッ
プ
に

な
る
こ
と
は
「
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ

ｅ
」
の
象
徴
で
す
。

非
常
に
胸
を
打
た
れ
、
感
動

し
ま
し
た
。
澄
み
切
っ
た
志
を

感
じ
、
僕
も
そ
う
し
た
心
で
い

た
い
、
と
思
い
ま
し
た
。
「
ど

げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
」
と
い

う
の
も
、
い
わ
ば
「
ｃ
ｈ
ａ
ｎ

ｇ
ｅ
」
。
政
治

に
は
、
変
革
が

必
要
な
ん

で

す
。僕

は
、
マ
ラ
ソ
ン
を
よ
く
走

り
ま
す
が
、
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ

ョ
ン（
給
水
所
）と
い
う
の
が
非

常
に
大
切
で
す
。「
道
の
駅
」は
、

そ
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
、
と
思
い
ま
す
。
地
域
文
化

や
産
業
、
物
産
な
ど
の
紹
介
以

上
に
、
そ
こ
で
休
む
こ
と
で
、

そ
の
土
地
の
意
味
を
考
え
る
、

非
常
に
重
要
な
空
間
で
す
。

土
地
土
地
の
顔
、
空
気
、
吐

息
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
、

大
切
な
地
域
の
拠
点
。
「
道
の

駅
」
は
、
非
常
に
優
秀
な
制
度

で
、
僕
は
大
好
き
で
す
。

植
田
さ
ん
（
左
）
の
作
っ
た
ど

ぶ
ろ
く
を
見
せ
る
十
文
字
さ
ん

旅行者が気軽に立ち寄れる「寄れっ茶屋」

の高橋さん夫妻

トキの餌場、ビオトープの整備をす

るトキたま応援団のボランティア

私の道

自
然
体
の
パ
ワ
ー
、そ
の
ま
ん
ま
の
姿
勢
忘
れ
ず
に

ひ
が
し
こ
く
ば
る

ひ
で
お

５７
年
９
月
生
ま
れ
、
宮
崎
県
都
城
市
出
身
。
専
修
大
卒

後
、
ビ
ー
ト
た
け
し
に
弟
子
入
り
。
フ
ラ
イ
デ
ー
襲
撃
事
件
で
謹
慎
後
、
早
稲
田
大
学

第
二
文
学
部
や
政
治
経
済
学
部
で
地
方
自
治
な
ど
勉
強
。
０７
年
１
月
、
官
製
談
合
事
件

に
絡
む
前
宮
崎
県
知
事
の
引
責
辞
職
に
伴
う
出
直
し
知
事
選
に
無
所
属
で
出
て
圧
勝
、

初
当
選
。
趣
味
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
マ
ラ
ソ
ン
。

宮
崎
県
知
事

東
国
原

英
夫
さ
ん
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わ
が
国
は
、
国
土
面
積
で

は
世
界
の
わ
ず
か
０
・
２５
％

に
す
ぎ
な
い
が
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
６
・
０
以
上
の
大
地

震
の
発
生
確
率
で
は
約
２３
％

を
占
め
、
世
界
有
数
の
地
震

常
襲
国
で
あ
る
。
ま
た
可
住

地
面
積
の
４
分
の
１
が
軟
弱

地
盤
上
に
あ
る
と
同
時
に
こ

の
エ
リ
ア
内
で
高
度
な
社
会

経
済
活
動
が
営
ま
れ
て
お

り
、
大
規
模
地
震
が
発
生
す

る
と
被
害
は
深
刻
に
な
る
。

１
９
６
０
年
以
降
に
気
象

庁
が
正
式
に
命
名
し
た
地
震

は
約
３０
件
あ
る
が
、
そ
れ
以

前
も
多
数
の
被
害
地
震
が
発

生
し
て
い
る
。

「
理
科
年
表
」
（
国
立
天

文
台
編
）
に
よ
る
と
、
被
害

地
震
の
最
古
の
記
録
は
、
推

古
天
皇
治
世
の
５
９
９
年
に

大
和
地
方
を
襲
っ
た
地
震

で
、
家
屋
の
倒
壊
を
招
い
た

と
「
日
本
書
紀
」
に
あ
る
。

次
い
で
６
７
９
年
、
天
武
天

皇
時
代
。
筑
紫
地
方
で
地
割

れ
、
地
滑
り
、
家
屋
倒
壊
の

被
害
が
出
た
。
６
８
４
年
に

は
、
後
に
白
鳳
地
震
と
名
付

け
ら
れ
た
大
地
震
が
起
き
、

山
崩
れ
、
河
湧
き
、
家
屋
社

寺
の
倒
潰
、
人
畜
の
死
傷
多

く
、
土
佐
で
は
津
波
来
襲
し

て
船
多
数
沈
没
、
田
苑
が
１２

平
方
㌔
に
わ
た
っ
て
沈
下

し
、海
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

歴
史
上
最
大
の
も
の
は
１

９
２
３
年
の
関
東
大
震
災

だ
。
こ
の
地
震
は
１０
万
人
以

上
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を

出
し
、
首
都
東
京
を
含
む
広

い
範
囲
に
被
害
を
与
え
、
火

災
被
害
も
大
き
か
っ
た
。

近
年
で
は
９５
年
の
兵
庫
県

南
部
地
震
（
阪
神
・
淡
路
大

震
災
）
。
こ
の
地
震
は
都
市

部
を
襲
っ
た
内
陸
直
下
型
地

震
の
典
型
例
で
あ
り
、
そ
の

後
の
技
術
基
準
（
耐
震
設

計
）
の
見
直
し
や
防
災
意
識

の
変
化
な
ど
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。

３０
年
以
内
に
大
規
模

地
震
の
高
い
確
率

最
近
で
も
新
潟
県
中
越
地

震
、
能
登
半
島
地
震
な
ど
大

規
模
地
震
が
相
次
ぎ
発
生
し

て
お
り
、
今
後
３０
年
以
内
に

東
海
地
震
、
東
南
海
・
南
海

地
震
、
首
都
直
下
地
震
な
ど

大
規
模
地
震
が
高
い
確
率
で

発
生
す
る
と
言
わ
れ
る
な
ど

危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
国
土
に
あ
っ

て
は
、
大
規
模
災
害
に
よ
り

道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
で

も
代
替
路
を
確
保
し
、
社
会

・
経
済
へ
の
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
、
広
域
的

な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
が
必
要
不
可
欠
だ
。

０４
年
１０
月
の
新
潟
県
中
越

地
震
で
は
、
被
災
に
伴
い
、

関
越
自
動
車
道
（
小
出
Ｉ
Ｃ

～
長
岡
Ｉ
Ｃ
）
や
国
道
１７
号

（
川
口
町
）
な
ど
が
通
行
止

め
と
な
っ
た
た
め
、
新
潟
県

中
越
地
方
で
は
関
東
方
面
～

新
潟
方
面
間
の
広
域
交
通
が

寸
断
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、

磐
越
自
動
車
道
で
約
６
割
、

上
信
越
自
動
車
道
で
約
４
割

交
通
量
が
増
加
す
る
な
ど
、

高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
迂
回
路
と
し
て
効
果
を
発

揮
し
、
被
災
地
へ
の
緊
急
物

資
の
輸
送
な
ど
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
と
あ
わ
せ
、
既
存
の
道
路

に
お
け
る
耐
震
対
策
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。防

災
拠
点
と
し
て

道
の
駅
活
用
を

兵
庫
県
南
部
地
震
で
は
、

８０
年
以
前
の
基
準
を
適
用
し

た
橋
梁
で
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な

橋
梁
を
中
心
に
兵
庫
県
南
部

地
震
ク
ラ
ス
の
地
震
に
対
す

る
耐
震
補
強
を
進
め
て
き

た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
新
潟

県
中
越
地
震
で
は
、
兵
庫
県

南
部
地
震
と
同
規
模
の
地
震

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
落
橋
な
ど
の
大
き
な
被

害
を
受
け
ず
に
済
ん
だ
。

新
潟
県
中
越
地
震
の
際
に

は
「
道
の
駅
」
が
避
難
場
所

や
被
災
情
報
の

発
信
拠
点

と
し
て
活
用
さ
れ
る
な
ど
、

防
災
拠
点
と
し
て
積
極
的
に

活
用
さ
れ
た
。
今
後
、
こ
の

よ
う
な
対
策
も
重
要
で
あ

る
。

１１月末締め切りの「道の駅」の課題に全国から１０９点におよぶ応募があった。優

秀作品を紹介する。
「
道
の
駅
」
の
文
字
を
自
由
に
書
き
ま
せ
ん
か
｜
｜
。
社
団
法
人
全
日
本
書
道

教
育
協
会
は
、
道
２１
世
紀
新
聞
と
共
同
で
、
読
者
か
ら「
道
の
駅
」の
書
を
募
集
。

優
秀
作
品
は
本
紙
上
で
発
表
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
読
者
か
ら
楽

し
い
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
を
襲
っ
た

被
害
地
震
の
歴
史
地震と道路

列島保全
への課題

東
京
都
清
瀬
市山

本
歩
さ
ん

三
重
県
四
日
市
市

飯
場
美
帆
さ
ん
（
８
歳
）

（出典：国土交通省 HP）

地図にのびのびと「道のえ

き」と書いた力作。

「
み
ち
の
え
き
」
を
顔
に
み
た
て
た

ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
。
曲
線
を
う
ま
く

生
か
し
て
い
る
。

岐
阜
県
岐
阜
市

田
中
和
奏
さ
ん
（
１４
歳
）

新
潟
県
小
千
谷
市

春
日
歳
雄
さ
ん

ローマ字作品であるが、筆

をうまく使っている。若々

しさが感じられる。

（出典：国土交通省 HP）

（出典国土

交通省ＨＰ）

ド
ラ
ム
缶
に
堂
々
と
書
い
て
い
る
。

駅
で
一
休
み
と
い
う
感
じ
が
よ
く
で

て
い
る
。

橋脚補強により

橋脚の被災なし
※鋼板巻き立て工法

橋脚部が

被災

「道の駅」応募１０９点

東
京
都
稲
城
市

小
泉
夕
貴
さ
ん

茨
城
県
猿
島
郡

倉
持
律
子
さ
ん

兵庫県南部地震（震度７）／神戸市東灘区

新潟県中越地震（震度７）／長岡市十日町

丸いふすま紙に気負いなく

表現しており、好感がもて

る作品。

し
ん
に
ょ
う
を
道
に
み
た
て
た
作
品

の
応
募
は
数
点
あ
っ
た
が
、
こ
の
作

品
は
切
れ
味
が
よ
い
。
ど
こ
ま
で
も

道
が
続
い
て
い
く
よ
う
だ
。

資料
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地
球
環
境
の
危
機
、
少
子

高
齢
化
な
ど
急
激
な
変
容
に

直
面
し
、
わ
が
国
の
国
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
は
、
大
き

な
課
題
を
抱
え
る
。
そ
こ

で
、
政
治
や
行
政
だ
け
に
任

せ
ず
、
土
木
・
建
設
分
野
に

関
わ
り
合
い
の
あ
る
技
術
者

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連
携
・
協
働
し

て
、
問
題
点
や
展
望
を
探
ろ

う
と
い
う
動
き
が
広
が
り
、

来
春
、
東
京
都
内
で
「
シ
ビ

ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

建
設
分
野

に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
技
術
者

集
団
の
役
割
」
を
開
く
。

活
動
の
中
心
に
な
る
の

は
、
高
度
情
報
技
術
を
活
用

し
国
土
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り
で
市
民
と
行
政
の
橋
渡
し

役
を
し
て
い
る
「
Ｉ
Ｔ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
『
市
民
と
建
設
』」

▽
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
な

ど
で
失
い
か
け
て
い
る
ベ
テ

ラ
ン
の
も
の
づ
く
り
技
術
継

承
に
努
め
る
「
温
故
創
新
の

会
」
▽
長
年
身
に
つ
け
た
土

木
技
術
を
生
か
し
途
上
国
の

災
害
復
旧
な
ど
支
援
活
動
を

し
て
い
る
「
国
境
な
き
技
師

団
」
▽
老
朽
化
が
課
題
に
な

っ
て
い
る
橋
を
始
め
公
共
構

造
物
を
維
持
管
理
す
る
人
材

の
育
成
や
災
害
時
の
復
旧
支

援
を
め
ざ
す
「
橋
守
支
援
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
の
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
だ
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
を
機
に

広
く
賛
同
者
を
募
り
、
現
役

技
術
者
ら
の
社
会
貢
献
活
動

拡
大
も
図
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
０９
年
２
月

５
日
、
東
京
・
新
宿
区
の
社

団
法
人
土
木
学
会
講
堂
で
開

催
予
定
。

詳
細
や
問
い
合
わ
せ
は

「
Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
『
市

民
と
建
設
』」

Ｆ
Ａ
Ｘ
∥
０
４
７
｜
４
３
９

｜
２
０
８
２
、
Ｅ
メ
ー
ル
∥

i
n
f
o
@
i
t
s
t
a
t
i
o
n
.
j
p

北
関
１４
・
９
㌔
が

開
通
、整
備
率
８
割

首
都
圏
北
部
を
東
西
に
結

ぶ
北
関
東
自
動
車
道
（
愛
称

・
北
関
）
の
栃
木
県
・
真
岡

Ｉ
Ｃ
～
茨
城
県
・
桜
川
筑
西

Ｉ
Ｃ
間
１４
・
９
㌔
が
１２
月
２０

日
、開
通
し
た
。群
馬
県
高
崎

市
か
ら
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か

市
ま
で
延
長
約
１
５
０
㌔
に

計
画
さ
れ
た
北
関
の
整
備
率

は
約
８
割
と
な
り
、
首
都
圏

か
ら
放
射
状
に
伸
び
る
東
北

道
と
常
磐
道
が
高
速
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
連
絡

さ
れ
る
。

こ
の
開
通

で
栃
木
～
茨

城
県
間
の
移

動
距
離
・
時

間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
る

ほ
か
、
慢
性

渋
滞
の
国
道

５０
号
な
ど
か

ら
北
関
へ
の

転
換
に
よ
り

沿
道
地
域
の
走
行
速
度
向
上

が
見
込
ま
れ
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
は
、

年
間
約
１０
万
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
が
削
減
さ
れ
る
ほ
か
、

走
行
経
費
、
交
通
事
故
減
少

の
便
益
も
生
み
、
年
間
約
２

１
５
億
円
の
整
備
効
果
が
あ

る
と
試
算
し
て
い
る
。

北
関
は
東
水
戸
道
路
を
通

じ
て
国
際
港
湾
の
常
陸
那
珂

港
と
直
結
し
て
お
り
、
２
０

１
０
年
３
月
に
茨
城
空
港
開

港
も
控
え
て
い
る
た
め
、
沿

道
の
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
開

発
も
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

同
社
で
は
開
通
記
念
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
０９
年
２

月
１
日
ま
で
に
栃
木
ま
た
は

茨
城
県
内
の
Ｉ
Ｃ
か
ら
流
入

・
流
出
し
、
真
岡
Ｉ
Ｃ
～
桜

川
筑
西
Ｉ
Ｃ
間
を
走
行
す
る

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ

レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
を
１
回
ご

と
に
２５
ポ
イ
ン
ト
（
最
大
２

０
０
円
相
当
の
無
料
通
行

分
）
を
通
常
ポ
イ
ン
ト
に
加

え
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

北
関
全
線
が
開
通
し
、
関

越
道
と
も
つ
な
が
る
の
は
１１

年
度
の
予
定
。

国
際
金
融
危
機
の
余
波
で

急
激
に
萎
縮
す
る
国
民
生
活

を
何
と
か
活
気
付
け
よ
う

と
、
政
府
は
年
明
け
の
通
常

国
会
に
提
出
す
る
第
２
次
補

正
予
算
案
に
高
速
道
路
料
金

の
大
幅
引
き
下
げ
を
盛
り
込

む
。引

き
下
げ
案
は
政
府
・
与

党
、
経
済
対
策
閣
僚
会
議
が

１０
月
、
国
際
金
融
危
機
に
伴

う
「
生
活
対
策
」
の
目
玉
の

一
つ
と
し
て
打
ち
出
し
た
も

の
で
、
大
都
市
と
の
格
差
に

苦
し
む
地
方
振
興
に
重
点
を

置
い
て
い
る
。

詳
細
は
独
立
行
政
法
人
日

本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返

済
機
構
、
高
速
道
路
各
社
が

詰
め
て
い
る
が
、
燃
料
高
騰

へ
の
緊
急
総
合
対
策
と
し
て

１０
月
か
ら
実
施
中
の
割
引
策

に
加
え
、
当
面
２２
年
度
ま
で

次
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
方

針
だ
。

①
地
方
の
高
速
道
路
で
土

日
祝
日
に
乗
用
車
の
通
行
料

金
を
上
限
１
０
０
０
円
、
本

州
四
国
連
絡
道
路
は
１
５
０

０
円
程
度
に
②
大
都
市
圏
以

外
は
平
日
も
全
時
間
帯
全
車

を
３
割
引
程
度
に
③
首
都
高

速
、
阪
神
高
速
道
で
休
日
に

一
定
の
割
引
を
導
入
す
る
｜

｜
と
い
う
内
容
。
こ
れ
ま
で

の
割
引
と
同
様
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭

載
車
が
対
象
だ
。

地
方
の
観
光
地
周
辺
な
ど

で
は
「
い
く
ら
走
っ
て
も
通

行
料
金
１
０
０
０
円
」
と
い

う
か
つ
て
な
い
試
み
を
導

入
。
ガ
ソ
リ
ン
高
騰
以
来
落

ち
込
ん
で
い
る
遠
距
離
ド
ラ

イ
ブ
客
の
増
加
に
期
待
が
集

ま
る
。
高
速
道
路
各
社
、
旅

行
代
理
店
な
ど
は
早
速
、
観

光
地
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
企

画
商
品
づ
く
り
を
始
め
た
。

し
か
し
、
四
国
知
事
会
と

自
民
党
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
両
院

議
員
会
は
、
金
子
国
土
交
通

相
宛
て
に
「
観
光
客
増
加
の

た
め
に
は
本
四
道
路
も
１
０

０
０
円
に
」と
申
し
入
れ
た
。

ガ
ソ
リ
ン
高
騰
で
打
撃
を

受
け
公
的
支
援
を
求
め
る
ト

ラ
ッ
ク
業
界
は
、
平
日
昼
間

の
割
引
率
が
低
く
「
こ
の
程

度
で
は
今
後
も
高
速
道
路
利

用
を
抑
え
ざ
る
を
得
な
い
」

と
批
判
。
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー

の
間
で
も
、
大
都
市
圏
の
引

き
下
げ
が
手
薄
、
と
不
満
が

聞
か
れ
る
。

国
交
省
道
路
局
は
、
高
速

道
路
の
通
行
料
金
割
引
は
、

各
地
の
社
会
実
験
デ
ー
タ
か

ら
も
、
高
速
道
路
利
用
車
を

増
や
す
こ
と
で
、
地
域
振
興

の
ほ
か
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
な

ど
環
境
対
策
、
事
故
防
止
に

も
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と

し
て
、
実
施
の
際
の
理
解
と

協
力
を
求
め
る
。

引
き
下
げ
対
象
車
種
な
ど

が
限
定
さ
れ
る
点
に
つ
い
て

は
、
引
き
下
げ
は
地
域
の
活

性
化
や
物
流
の
効
率
化
等
の

政
策
課
題
に
対
応
す
る
も
の

で
あ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
活
用
し
て
よ
り
交
通
誘

導
効
果
を
高
め
て
い
く
た
め

に
必
要
と
説
明
し
て
い
る
。

実
施
中
の
夜
間
通
行
料
５

割
引
な
ど
「
緊
急
総
合
対

策
」
は
、
特
別
法
で
道
路
特

定
財
源
か
ら
１
０
０
０
億
円

を
投
じ
、
高
速
道
路
各
社
の

減
収
を
穴
埋
め
。
今
回
の「
生

活
対
策
」
で
は
政
府
・
与
党

も
財
源
対
策
に
苦
慮
し
�
埋

蔵
金
�
か
ら
２
年
間
で
計
５

０
０
０
億
円
を
充
て
る
予
定

と
い
う
。

国
交
省
な
ど
は
、
本
四
道

路
は
緊
急
総
合
対
策
で
４
０

０
０
円
以
上
の
通
行
料
を
最

大
５
割
引
に
し
て
お
り
、
さ

ら
に
他
高
速
道
路
並
み
に
引

き
下
げ
る
の
は
困
難
と
し
な

が
ら
、
地
元
要
望
に
ど
う
対

応
す
る
か
模
索
。
大
都
市
圏

対
策
も
何
ら
か
の
上
積
み
が

あ
る
か
、
注
目
さ
れ
る
。

６
月
の
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
で
崩
落
し
た
祭
畤
（
ま

つ
る
べ
）
大
橋
（
岩
手
県
厳

美
町
）
の
代
替
仮
橋
と
仮
設

道
路
が
１１
月
３０
日
か
ら
開
通

し
、
避
難
所
暮
ら
し
を
し
て

い
た
祭
畤
地
区
住
民
８
世
帯

２２
人
も
や
っ
と
自
宅
に
戻
る

こ
と
が
で
き
た
。

仮
橋
は
、
国
道
３
４
２
号

に
か
か
る
祭
畤
大
橋
の
約
１

０
０
㍍
北
に
架
け
、
長
さ
９４

㍍
、
幅
５
㍍
。
車
両
も
通
行

可
能
。
岩
手
県
は
積
雪
シ
ー

ズ
ン
ま
で
に
完
成
さ
せ
た
い

と
工
事
を
急
ぎ
、
雪
の
中
で

の
開
通
と
な
っ
た
。

祭
畤
大
橋
の
本
格
的
な
新

橋
は
さ
ら
に
こ
の
５０
㍍
北
側

に
架
け
る
計
画
だ
が
、
着
工

は
来
春
で
、
完
成
は
１０
年
度

の
予
定
。

崩
落
し
た
祭
畤
大
橋
の
橋

台
は
、
下
を
流
れ
る
沢
に
折

れ
曲
が
っ
た
ま
ま
突
き
刺
さ

っ
て
お
り
、
一
関
市
は
、
地

震
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
伝

え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て

保
存
し
た
い
と
、
岩
手
県
に

要
望
し
て
い
る
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国

会
議
が
こ
の
ほ
ど
韓
国
で
開

か
れ
「
水
田
決
議
」
が
採
択

さ
れ
た
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

と
は
、
水
鳥
や
渡
り
鳥
の
た

め
の
湿
地
を
保
全
す
る
た
め

の
国
際
条
約
で
、
従
来
は
自

然
保
護
活
動
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
性
格
の
条
約
に

基
づ
く
会
議
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
何
故
そ
こ
で
水
田
決
議

が
行
わ
れ
た
の
か
。
米
を
生

産
す
る
水
田
が
水
鳥
や
渡
り

鳥
の
た
め
の
湿
地
と
し
て
登

録
さ
れ
る
こ
と
は
、
ど
う
い

う
意
味
を
持
つ
の
か
。
こ
の

こ
と
は
１
９
９
２
年
ま
で
時

間
軸
を
戻
さ
な
い
と
今
の
日

本
人
に
は
理
解
で
き
な
い
。

農
業
、環
境
の
政
策
一
致

９２
年
は
、
ガ
ッ
ト
ウ
ル
グ

ァ
イ
ラ
ウ
ン
ド
が
ほ
ぼ
決
着

し
、
さ
ら
に
地
球
環
境
サ
ミ

ッ
ト
が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
開
催
さ
れ
た
年
だ
。
ガ
ッ

ト
で
は
「
緑
の
政
策
」
と
「
環

境
直
接
支
払
」
と
い
う
仕
組

み
が
確
立
し
、
サ
ミ
ッ
ト
で

は
「
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
」と「
生
物
多
様
性
条
約
」

が
締
結
さ
れ
た
。

つ
ま
り
「
地
球
環
境
に
対

す
る
神
の
手
」
に
よ
っ
て
農

業
政
策
と
環
境
政
策
が
合
体

し
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ

る
。
今
回
の
ラ
ム
サ
ー
ル
の

水
田
決
議
は
、
そ
の
流
れ
の

延
長
線
に
あ
る
こ
と
を
認
識

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
原
耕
造
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
物
多

様
性
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
理

事
長
）

料
金
大
幅
値
下
げ
へ

地
球
環
境
へ
の〝
神
の
手
〟

「
水
田
決
議
」の
持
つ
重
み

高速道路

ラムサール
国 際 会 議

政
府

年
明
け
に
２
次
補
正

国
づ
く
り
は
み
ん
な
で

技
術
者
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
連
携
来春にフ
ォーラム

岩
手
・
宮
城

内
陸
地
震

紅葉の季節を迎えたが、地震で崩れ落ちたま

まとなっている祭畤大橋（中央）と建設途中

の仮設橋（奥）＝岩手県一関市厳美町で２００８

年１０月２２日午後０時２１分、毎日新聞社ヘリか

ら手塚耕一郎撮影

仮橋が開通

岩手県・祭畤大橋
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１０月２３～２５日に開かれる菅原神社の秋祭りで、４００年の
だん じり

伝統を持つ。百数十体の鬼行列と９台の雅な楼車で知ら

れ、鬼行列は小鬼、八天鬼、四天鬼、脇立鬼、義玄鬼、ひ

ょろつき鬼などが登場する。国の重要無形民俗文化財。

もとは江戸時代の仮装行列で、源為朝が伊豆の鬼島に流
しゅ かい がい せん

刑された時、島に住む鬼の首魁（かしら）を征伐し凱旋し

たという故事にちなむ。
かね

楼車は京都祇園祭の鉾を小振りにした型で鉦、笛、太鼓の

囃子がにぎやか。（東名阪亀山ＩＣから名阪国道）

❶❶みみたたらら室室蘭蘭

❷❷ひろさき

❸❸錦錦秋秋湖湖

❹❹漢学の里しただ

❺❺輪輪島島ふふららっっとと訪訪夢夢

❻❻豊根グリーンポート宮嶋

❼❼いいがが

❽❽熊野きのくに

❾❾農農匠匠のの郷郷ややくくのの

❿若桜

香香南南楽楽湯湯

くるめ

「福は内。鬼は内」－－。赤や青の体に、牛の角。恐れられる半面、

親しみの対象でもある「鬼」。鬼をテーマに地域・村おこしをして

いる自治体や団体も全国で１０例を超え、「鬼サ

ミット」（長野県旧鬼無里村が提唱）も開かれ

るほど。世界的な経済不況の荒波にもまれる現

代、鬼の魔力で不況退散の夢をみてみたい。

（（小小見見出出ししはは鬼鬼ににままつつわわるるイイベベンントト＆＆施施

設設のの名名、、所所在在地地、、最最寄寄りりのの道道のの駅駅、、駅駅のの

電電話話番番号号のの順順。。文文末末ののカカッッココ内内はは高高速速道道

路路ＩＩＣＣかからら道道のの駅駅にに至至るる主主ななルルーートト））

室町時代、本成寺の僧兵と農民が力を合わせて盗賊を追

い払ったという古事にならい、毎年２月３日、本成寺の節

分会の一大行事として行われている。

本成寺本堂の厳粛な空気の中に登場するのは、すべての

悪心の象徴「赤鬼」のほか、青、黄、緑、黒の色とりどり

の鬼と強欲な女の心を表す「三途川婆」＝写真❹。
のこぎり おの

鋸・斧などの金物を持ち大暴れした鬼に豆を投げつけ

て退散させ、平和と安全を祈る。（北陸道三条燕ＩＣから

Ｒ２８９）

１日の湯量１万㌧を誇る登別温泉は、９種類の湯が楽し

める「温泉のデパート」。温泉の北東にある長径４５０㍍の爆

裂火口跡「地獄谷」にちなんで街の随所に鬼のモニュメン

トがある。

道央道登別東ＩＣには高さ１８㍍の歓迎鬼。メーンストリ

ート極楽通りには恋愛成就、合格祈願、商売繁盛などの鬼

の像が並ぶ。えんま堂には可動式のえんま大王像が鎮座

し、時間が来ると怒り出す。

８月の地獄祭りにはこの像が登場、鬼の頭の山車に乗っ

て市内を練り歩く＝写真❶。（道央道室蘭ＩＣからＲ３７）

鬼ヶ城は熊野灘の荒波に削られた大小無数の海食洞が、

地震で隆起してできた海岸景勝地。志摩半島から続くリア

ス式海岸の最南端で約１㌔続く。国の天然記念物に指定さ

れ、０４年には熊野古道とともに世界遺産に登録された。

周囲には鬼の見張場、鬼の洗濯場など鬼にまつわる地名

が点在している。これを観光資源として活用しようと今年

始まったのが「鬼フェスタ」。

来年２月３日の節分にも鬼ヶ城センターや岩場、千畳敷
き とう

を会場に、厄払い祈祷や熊野古道スタンプラリーなどを開

催する。（紀勢道大宮大台ＩＣからＲ４２）

上杉謙信が能登半島に攻め込んだ時、名舟村（現・輪島

市名舟）の村人は、樹皮の仮面を作り、海藻を頭髪につけ

た姿で太鼓を打ち、軍勢を追い払った。この戦勝を祝い、

奥津姫神社の大祭（名舟大祭・７月３１日夜～８月１日）に、
みこ し

仮面をつけて太鼓を打ち神輿渡御の先駆をつとめる習わし

となった＝写真❺。

「序破急」の三段階で太鼓を打つ速さが速くなり、各自

が見えを切るのが見どころ。

道の駅でも午後８時４０分に上演されている。毎年度初め

に上演日が決まるので確認を。（能登道能登空港ＩＣから

七尾輪島線）

弘前市の鬼沢地区には、村人が田に水が無く困っていた

時、鬼が水路を開き助けてくれたという言い伝えがある。
き じん ぜき おに

鬼に感謝し、水路の名前を「鬼神堰」、村の名前を「鬼
ざわ き じん じゃ

沢」とし、鬼を祭る「鬼神社」をつくったという。

鬼神社で３５０年以上も前から続いているのが、しめなわ

奉納裸参り。毎年旧暦の小正月（０９年は１月２６日）に締め

込み姿の男達が樽に入って水ごり＝写真❷＝をしたあと、
はや し

お山参詣（岩木山参り）の登山囃子と「サイギ、サイギ」

の掛け声のもと、新しいしめなわを神社に奉納する＝写真

❸。（東北道大鰐弘前ＩＣからＲ７）

桃太郎が鬼退治をした島として伝えられる高松市の沖合

４㌔にある女木島。
どう くつ

島には長さ４００㍍、広さ４０００平方㍍の洞窟があり、巨大

な広間などが設けられている。ノミの跡などから人工とみ
すみ か

られ、海賊の住処だったと伝えられている（入場有料）。

洞窟から車で１０分ほどのところにあるのが、市立「おに

の館」。国内ばかりか海外の鬼の面も収集し、大型シアタ

ーでは、地元の民話「七鬼往来」を上映している（入場無

料）。（高松道高松西ＩＣから三木綾南線）

同市大江町の大江山（標高８３３㍍）は鬼伝説のふるさと。

有名な酒呑童子伝説をはじめとする三つの鬼伝説が伝わ

る。これを町おこしの核にしようと開設された。

「祀られる鬼」「仏と鬼」「神楽の鬼」など各テーマにそ

って鬼を分析。１０００冊の書籍や資料なども充実している。

また魔除けに使った「鬼瓦」を収集。館前庭には高さ５㍍、

重さ１０㌧の日本一の大鬼瓦が設置されている＝写真❾。

町の中も、大江山鬼瓦公園、鬼の酒清水、鬼のプロムナ

ードなど鬼一色。（舞鶴若狭道福知山ＩＣからＲ９）

花祭りは、１１月から３月にかけて、東栄町の各集落で開

かれる。名前に「花」がつくが花はなく、鬼の面をつけた

舞いで、鎌倉時代末期から室町時代にかけて、山伏や修験

者によって天竜水系の地に伝えられたとされる。
ほう じょう

舞いは「神人和合」「五穀豊穣」「無病息災」を願う４０種

＝写真❻❼。クライマックスの湯ばやしで、舞子が釜の中

のお湯を観衆にまで振りかけまわる。この湯を浴びると１

年間健康という言い伝えがある。国の重要無形民俗文化財。

各地での開催日時は東栄町役場経済課（☎０５３６・７６・１８１

２）に確認を。（東名道豊川ＩＣからＲ１５１）

北上市周辺には、死者供養と悪霊退散の願いを込めた伝
おに けん ばい

統芸能・鬼剣舞と呼ばれる舞いが伝わる。

約１３００年前に役小角が苦行満願に踊った念仏踊りに由来

すると伝えられる舞いで、国の重要無形民俗文化財にも指

定されている。

この舞いにちなみ、鬼で町おこしを、と９５年に設立され

たのが市立鬼の館。館内には節分などの年中行事で用いら

れる鬼の面や世界各地の鬼の面などが展示され、４～１０月

の第４日曜日には、鬼剣舞の実演がある。（東北道北上江

釣子ＩＣからＲ１０７）

久留米市の大善寺玉垂宮で毎年１月７日に開かれるの

が、日本三大火祭の一つ「鬼夜」。境内で、直径１㍍、長
たい まつ

さ１３㍍、重さ１．２㌧の巨大な松明６本に神火がつけられ、

火花と爆竹音がはじける勇壮さが特徴＝写真。

祭りは、仁徳天皇の時代、この地を支配していた豪族、
ゆ すら ちん りん と う の お と ど

桜桃沈輪征討の命を受けた藤大臣が、沈輪を探すために松

明で闇を照らし出したことに由来する。

火の粉を浴びると無病息災という。国の重要無形文化財

に指定されている。（九州道久留米ＩＣからＲ２１０）

道の駅から車で約１０分の鶴尾山（標高４５２㍍）山頂にあ

る若桜鬼ヶ城跡。築城は１２００年ごろと伝えられ、その後、

中国地方の要衝として、さまざまな武将に争われた。

このため中世の山城の特徴と、近世城郭の両方の遺構を

見ることができる。城は１６１３年、一国一城令のために城を

崩されるまで続いたが、破城の際に崩された石垣がいまも

城跡に残っている。

今年、国の史跡に指定された。今は桜の名所として市民

に親しまれている。（中国道山崎ＩＣからＲ２９）
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京
都
市
と
福
井
県
敦
賀
市

を
結
ぶ
国
道
１
６
２
号
は
別

名
「
周
山
街
道
」
と
呼
ば
れ

る
。
若
狭
へ
抜
け
る
こ
の
山

間
道
は
か
つ
て
、
い
く
筋
に

も
分
か
れ
た
鯖
街
道
の
一
つ

と
さ
れ
た
。
今
で
は
ツ
ー
リ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
人
気
が

高
い
。

そ
の
ル
ー
ト
を
小
浜
市
へ

向
か
う
。
京
都
府
境
の
堀
越

峠
を
越
え
、
間
も
な
く
道
の

駅
「
名
田
庄
」
が
目
に
入
っ

て
く
る
。
日
本
の
旧
家
を
ほ

う
ふ
つ
さ
せ
る
外
観
。
ゆ
と

り
と
安
ら
ぎ
の
場
づ
く
り
を

め
ざ
す
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
構
想

に
も
と
づ
き
、
木
造
校
倉
造

り
で
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン

は
、
「
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
０
０
」
で
ア
メ
ニ
テ
ィ

ー
部
門
総
合
デ
ザ
イ
ン
賞
に

選
ば
れ
た
。

京
都
市
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
ほ
ぼ
１
時
間
半
で
着
く
駅

の
物
産
館
や
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
週
末

と
も
な
れ
ば
、
家
族
連
れ
や

釣
り
客
ら
で
に
ぎ
わ
う
。
休

憩
（
食
事
）
し
、
土
産
品
を

探
す
ラ
イ
ダ
ー
の
姿
も
か
な

り
目
に
つ
く
。

土
御
門
家
ゆ
か
り
の
資
料

を
展
示
す
る
暦
会
館
も
、
も

の
珍
し
い
。

「
全
体
で
利
用
者
は
年
間

６０

万

人

ほ

ど
。
年
々
増

え

て

い

ま

す
。
と
く
に

夏

場

が

多

い
。
日
本
海

の
海
水
浴
場

へ
出
や
す
い

か
ら
で
し
ょ

う
」
と
駅
長

代
理
の
柿
本

真
一
さ
ん
。

物
産
館
に

は
毎
朝
、
新

鮮
な
農
産
物

が
農
家
か
ら

届
く
。
春
は

山
菜
、
秋
に

は
特
産
の
自

然
著
の
ほ
か
、
米
、鯖
ず
し
、

栃
も
ち
、
つ
る
し
柿
な
ど
を

並
べ
た
青
空
市
が
駅
の
広
場

で
開
か
れ
、
京
阪
神
か
ら
訪

れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
ら
を
喜
ば

せ
て
い
る
。
自
然
著
そ
ば
や

漬
物
は
評
判
が
よ
い
。

駅
の
登
録
は
１
９
９
８
年

春
。
東
西
に
長
い
福
井
県
の

最
南
西
部
、
頭
巾
山
（
８
７

１
㍍
）
の
一
帯
に
建
て
た
。

当
時
は
ま
だ
名
田
庄
村
。
冬

は
雪
で
閉
ざ
さ
れ
が
ち
だ

が
、
基
幹
産
業
の
農
林
業
振

興
な
ど
を
め
ざ
し
、
「
星
と

暦
の
里
・
山
逢
い
の
オ
ア
シ

ス
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
ホ
テ
ル
や
バ
ン
ガ
ロ

ー
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
を

一
体
的
に
開
発
し
た
。
そ
の

た
め
、
村
や
農
協
、商
工
会
、

森
林
組
合
が
出
資
し
て
株
式

会
社
「
名
田
庄
商
会
」
を
お

こ
し
、
い
ま
従
業
員
３４
人
で

運
営
し
て
い
る
。

村
は
２
０
０
６
年
、
原
発

立
地
に
積
極
的
な
大
飯
町
と

合
併
し
、
「
お
お
い
町
」
と

な
っ
た
。

実
は
同
じ
若
狭
湾
国
定
公

園
に
面
す
る
京
都
府
舞
鶴
市

か
ら
小
浜
市
へ
は
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
が
走
り
、
関
西
方

面
と
の
交
通
の
利
便
は
向

上
し
た
。
お
お
い
町
は
そ
の

経
路
に
位
置
す
る
の
だ
が
、

１
６
２
号
は
や
は
り
近
道

だ
。「

心
配
し
た
ほ
ど
ル
ー
ト

競
合
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
集
客
に
は
工
夫
が
い
る
。

合
併
し
た
旧
・
大
飯
町
に
は

梅
の
ゼ
リ
ー
な
ど
特
産
が
あ

る
。
そ
れ
に
、
へ
し
こ
（
塩

・
ぬ
か
に
漬
け
た
魚
）
な

ど
、
品
ぞ
ろ
え
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
」
と
柿
本
さ

ん
は
今
後
の
課
題
を
あ
げ

た
。

藤
原
京
か
ら
平
城
京
に
都
が
移

っ
た
の
は
、
７
１
０
年
の
こ
と
で

し
た
か
ら
、
ま
も
な
く
遷
都
１
３

０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
最
近
、
平

城
京
跡
が
国
営
公
園
に
指
定
さ
れ

た
り
、
２
０
１
０
年
の
遷
都
記
念

事
業
が
閣
議
了
解
さ
れ
る
な
ど
、

奈
良
・
近
畿
地
方
で
は
話
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

都
の
造
営
に
当
た
っ
て
お
手
本

と
し
た
長
安
な
ど
が
、
市
域
全
体

を
城
壁
で
囲
っ
た
の
に
対
し
、
藤

原
京
も
平
城
京
も
都
城
を
持
ち
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
歴
史

を
学
ぶ
と
き
に
、実
に
簡
単
に「
わ

が
国
で
は
城
壁
で
囲
む
こ
と
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
あ
っ
さ
り
学

ぶ
だ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
さ
ら
り

と
触
れ
る
だ
け
で
は
許
さ
れ
な
い

ほ
ど
の
重
要
な
違
い
だ
と
考
え
ま

す
。地

域
的
に
眺
め
る
と
、
中
国
に

も
朝
鮮
半
島
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
も
、
ほ
と
ん
ど
の
都
市
に
は
城

壁
が
あ
り
ま
し
た
し
、
時
間
の
流

れ
で
見
れ
ば
、
文
明
の
始
ま
り
の

一
番
最
初
の
頃
か
ら
第
一
次
世
界

大
戦
の
終
わ
り
の
頃
ま
で
、
す
べ

て
の
時
代
に
都
市
城
壁
が
あ
っ
た

の
で
す
。
日
本
以
外
で
は
、
文
明

国
で
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
ど
こ

の
国
で
も
、
都
市
は
壁
で
囲
ま
れ

て
い
た
の
で
し
た
。

大
き
な
都
市
で
は
、
壁
の
延
長

は
何
十
㌔
に
も
な
り
、
高
さ
も
３０

㍍
近
く
に
達
す
る
も
の
も
あ
っ
た

の
で
す
か
ら
、
こ
の
建
設
の
困
難

さ
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

城
壁
の
中
と
い
う
狭
い
区
画
の

な
か
に
大
勢
の
人
が
肩
を
寄
せ
合

う
よ
う
に
暮
ら
し
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
団
結
し
て
外
敵
に
あ
た
る

た
め
に
は
、
共
同
体
を
運
営
す
る

た
め
の
ル
ー
ル
が
ど
う
し
て
も
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
巨
大

な
壁
の
中
に
住
ま
な
け
れ
ば
命
が

危
う
い
た
め
、
ま
ず
、
城
壁
と
い

う
装
置
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
を
発

明
・
導
入
し
、
さ
ら
に
、
狭
い
領

域
の
中
に
人
が
ま
と
ま
っ
て
暮
ら

す
た
め
の
法
律
・
命
令
と
い
う
制

度
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
を
開
発
す

る
必
要
が
生
じ
た
の
で
し
た
。

平
城
京
に
欠
け
て
い
た
も
の

は
、
目
に
見
え
る
壁
だ
け
で
は
な

く
、
城
壁
な
ど
の
装
置
イ
ン
フ
ラ

が
不
可
欠
的
に
重
要
で
あ
る
と
い

う
認
識
と
、
壁
の
中
に
住
む
皆
が

強
い
規
制
の
下
に
共
同
体
を
構
成

す
る
と
い
う
意
識
、
言
い
換
え
れ

ば
「
公
共
」
だ
っ
た
の
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く
時
代

に
、
わ
れ
わ
れ
以
外
の
世
界
の
す

べ
て
の
人
々
が
共
有
し
て
い
る
装

置
イ
ン
フ
ラ
観
と
、
共
同
体
経
験

を
欠
い
て
い
る
と
い
う
認
識
は
き

わ
め
て
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

日
本
三
景
・
松
島
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
瑞
巌
寺
五
大
堂
の
あ
る
毘

沙
門
島
に
渡
る
三
つ
の
橋
を
「
す
か
し

橋
」
と
よ
ん
で
い
る
。
長
さ
は
１０
・
５

㍍
、
８
・
０
㍍
、
１１
・
４

㍍
の
朱
塗
り
の
木
橋
、

陸
か
ら
２
、
３
番
目
が

橋
げ
た
の
間
が
大
き
く

空
い
て
い
る
。

橋
を
わ
た
る
と
き
下

の
海
が
見
え
る
造
り
で

ち
ょ
っ
と
怖
い
橋
で
あ

る
。
昔
は
松
の
丸
太
の
橋
、
不
便
で
危

な
い
橋
だ
っ
た
と
い
う
。
言
い
伝
え
で

は
「
足
元
を
見
つ
め
て
気
を
引
き
締
め

る
」
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
隙
間
の
あ
る
橋

を
架
け
た
と
い
う
。

１
６
０
４
（
慶
長
９
）
年
、
伊
達
政

宗
は
瑞
巌
寺
再
興
に
先
立
っ
て
五

大
堂
を
再
建
し
た
。
東
北
地
方
で

は
最
古
の
桃
山
建
築
で
あ
り
、
国
の
重

要
文
化
財
。
慈
覚
大
師
が
延
福
寺
（
後

の
瑞
巌
寺
）
を
開
基
し

た
際
、
五
大
明
王
像
を

安
置
し
た
こ
と
か
ら
五

大
堂
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
毘
沙
門
島

か
ら
大
小
の
島
が
連
な

る
松
島
湾
の
眺
め
は
絶

景
、
五
大
堂
と
す
か
し

橋
を
中
心
に
し
た
景
観
は
松
島
を
代
表

す
る
図
柄
で
あ
る
。

毘
沙
門
島
隣
の
福
浦
島
に
渡
る
福
浦

橋
は
有
料
橋
で
出
会
い
橋
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
す
か
し
橋
は
別
名
縁

結
び
の
橋
で
あ
る
。

③

大石久和

隙
間
の
あ
る
、す
か
し
橋

「
公
共
」の
発
見
と
共
同
体
経
験
の
欠
如

アメリカの新しい大統領は、民主党のオバマ氏。同じ発音ゆえ選
挙戦で声援、全国に一躍知れわたった福井県小浜市の隣・おおい町
にあるのが道の駅「名田庄」だ。平安時代の陰陽家、安倍晴明の子孫
・土御門家が室町時代から江戸時代にかけて暮らしたという古い
土地に溶け込む校倉造り（平屋建て）のかわいらしい駅である。

道
の
駅
「
名
田
庄
」

京
か
ら
若
狭
へ

木
造
校
倉
造
り

土
御
門
家
ゆ
か
り
の
資
料
展
も

■経営＝名田庄商会（社長＝時岡

忍・おおい町長）■営業時間＝１２月

～２月：午前１０時－午後５時半、３

月～１１月：午前９時～午後６時半。

水曜休み（夏季除く）■駐車＝普通

４０台、障害者用１台、大型３台■小

浜市から国道１６２号経由で約３０分■

〒９１７－０３７５ 福井県大飯郡おおい

町名田庄納田終１０９‐４‐１（☎０７７０・

６７・２２５５）

！

道の駅「名田庄」は落ち着いた外観だ

トイアフ
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門
は
「
青
垣
の
門
」
と
呼

ば
れ
る
。
岩
手
生
ま
れ
の
明

治
期
の
歌
人
、
石
川
啄
木
が

「
青
垣
山
を
め
ぐ
ら
せ
る

天
さ
か
る

鹿
角
の
国
を
」

と
詠
ん
だ
歌
に
よ
る
。

敷
地
に
入
っ
た
ら
、
ま
ず

右
手
の
「
祭
り
の
展
示
館
」

を
の
ぞ
き
た
い
。
祇
園
ば
や

し
（
京
都
）
、
神
田
ば
や
し

（
東
京
）
と
並
び
、
鹿
角
は

「
日
本
三
大
囃
子
（
ば
や

し
）
」
の
一
つ
と
称
さ
れ
る

「
花
輪
ば
や
し
」
の
古
里
。

花
輪
ば
や
し
は
市
内
の
幸

（
さ
き
わ
い
）
稲
荷
神
社
に

奉
納
さ
れ
る
祭
礼
ば
や
し

で
、
そ
の
起
源
は
平
安
末

期
。
毎
年
８
月
１９
、
２０
日
、

独
特
の
リ
ズ
ム
と
１２
曲
の
お

は
や
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の

っ
て
市
街
を
練
り
歩
く
、
き

ら
び
や
か
な
屋
台
１０
台
が
こ

こ
に
勢
ぞ
ろ
い
し
て
い
る
。

隣
接
す
る
施
設
は
シ
ネ
ラ

マ
館
。
八
幡
平
や
十
和
田

湖
、
周
辺
の
温
泉
郷
な
ど
自

然
の
四
季
の
移
ろ
い
と
と
も

に
、
花
輪
ば
や
し
や
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
大
日
堂
（
だ

い
に
ち
ど
う
）
舞
楽
」
（
１

月
奉
納
）
と
「
毛
馬
内
（
け

ま
な
い
）
の
盆
踊
り
」
（
８

月
開
催
）
な
ど
が
Ｃ
Ｇ
を
使

っ
た
３
Ｄ
立
体
映
像
、
ス
テ

レ
オ
音
響
で
紹
介
さ
れ
る
。

上
映
は
８
分
。
地
元
に
伝
わ

る
昔
話
の
重
要
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
で
あ
る
ダ
ン
ブ
リ
（
ト
ン

ボ
）
や
蝶
々
が
飛
び
出
し
て

き
た
、
と
思
う
ほ
ど
迫
力
満

点
だ
。

ま
た
「
手
づ
く
り
体
験

館
」
で
は
伝
統
の
ふ
る
さ
と

食
品
や
民
芸
品
を
地
元
職
人

の
指
導
の
も
と
、
実
体
験
も

で
き
る
（
２０
人
以
上
の
団
体

は
要
予
約
）。

実
は
き
り
た
ん
ぽ
発
祥
の

地
が
鹿
角
だ
と
い
う
。
も
と

も
と
残
り
飯
を
杉
の
細
木
に

巻
き
つ
け
た
形
が
「
た
ん

ぽ
」
（
鞘
）
に
似
て
い
た
こ

と
か
ら
そ
の
名
が
付
き
、
鍋

料
理
に
合
わ
せ
て
切
っ
た
も

の
が
「
き
り
た
ん
ぽ
」
に
な

っ
た
。
こ
こ
で
は
「
み
そ
付

け
た
ん
ぽ
」
（
料
金
１
人
税

込
み
３
０
０
円
）
に
挑
戦
で

き
る
。
こ
の
ほ
か
「
し
そ
巻

き
大
根
」（
同
３
０
０
円
）、

「
南
部
せ
ん
べ
い
」
（
同
３

０
０
円
）、
わ
ら
細
工
の
「
ぞ

う
り
」
（
同
７
０
０
円
）
な

ど
も
楽
し
め
る
。

◆
道
の
駅

か
づ
の

秋
田

県
鹿
角
市
花
輪
字
新
田
町
１１

―
４
▽
開
館
時
間
９
時
～
１８

時
▽
年
中
無
休
▽
祭
り
展
示

館
・
シ
ネ
ラ
マ
館
は
合
わ
せ

て
入
館
料
大
人
５
０
０
円
、

高
・
中
学
生
４
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円

電
話
０
１

８
６
―
２２
―
０
５
５
５

愛
知
県
の
南
端
で
三
河
湾
を
太
平
洋
か
ら

守
っ
て
抱
え
込
ん
で
い
る
よ
う
な
姿
を
し
て

い
る
渥
美
半
島
。
そ
の
ほ
ぼ
全
域
を
占
め
る

田
原
市
に
豊
橋
市
か
ら
国
道
２
５
９
号
で
入

っ
て
、
田
原
バ
イ
パ
ス
を
進
ん
で
ほ
ど
な
く

赤
い
レ
ン
ガ
造
り
倉
庫
風
の
大
き
な
建
物
が

姿
を
現
す
。
道
の
駅
「
田
原
め
っ
く
ん
は
う

す
」
だ
。

平
成
４
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
翌
年
５

月
に
道
の
駅
に
登
録
さ
れ
た
こ
の
施
設
は
建

物
も
名
称
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
長
神
駅
長
の
自

慢
で
も
あ
る
。

建
物
は
、
幕
末
の
田
原
藩
に
あ
っ
て
家
老

と
し
て
藩
政
改
革
に
腕
を
ふ
る
い
、
殖
産
興

業
に
努
め
た
渡
辺
崋
山
が
飢
饉
に
備
え
て
建

て
た
食
糧
備
蓄
庫
「
報
民
倉
」
に
ち
な
ん
で

デ
ザ
イ
ン
し
た
。
「
報
民
倉
の
お
か
げ
で
、

天
保
の
大
飢
饉
の
際
に
田
原
藩
領
内
で
は
餓

死
者
や
流
民
を
１
人
も
出
さ
ず
、
幕
府
か
ら

全
国
で
唯
一
表
彰
さ
れ
ま
し
た
」
。
外
観
を

レ
ン
ガ
造
り
風
に
し
た
の
は
古
い
も
の
と
新

し
い
も
の
と
の
調
和
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い

う
。
「
め
っ
く
ん
」
は
商
工
会
が
募
集
し
た

可
愛
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
。
ハ
ー
ト
の

形
を
し
た
顔
か
ら
四
方
八
方
に
手
足
が
出
て

い
て
、
そ
の
手
足
は
花
の
芽
、
野
菜
の
芽
、

む
ら
お
こ
し
の
芽
、
文
化
の
芽
、
産
業
の
芽

で
、
発
展
し
成
長
す
る
元
気
な
町
を
意
味

し
、
小
学
生
が
名
付
け
親
だ
。
そ
の
芽
が
育

つ
家
と
い
う
こ
と
で「
め
っ
く
ん
は
う
す
」。

田
原
市
は
産
業
別
従
業
者
の
割
合
が
第
１

次
、
２
次
、
３
次
産
業
と
も
３０
％
前
後
で
バ

ラ
ン
ス
よ
く
構
成
さ
れ
、
農
業
産
出
額
は
全

国
１
位
を
誇
る
。
「
め
っ
く
ん
は
う
す
」
の

特
産
品
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
そ
の
農
産
物
の
代

表
格
で
あ
る
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
が
１
年
を
通
じ

て
並
び
、
メ
ロ
ン
の
加
工
品
も
多
彩
だ
。
そ

れ
に
海
産
物
の
ち
り
め
ん
や
あ
さ
り
せ
ん
べ

い
な
ど
も
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

が
栽
培
し
た
朝
採
り
野
菜
を
１
０
０
円
均
一

で
販
売
し
、
年
間
８
０
０
０
万
円
近
く
を
売

り
上
げ
て
い
る
。

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
自
然
環
境
を

有
し
て
三
河
湾
国
定
公
園
、
渥
美
半
島
県
立

自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
蔵
王
山
、
伊
良
湖

岬
、
大
石
海
岸
な
ど
の
景
勝
地
に
恵
ま
れ
た

渥
美
半
島
。
そ
の
玄
関
口
と
し
て
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
は
渥
美
半
島
の
観
光
や
文
化
を
紹
介

し
て
い
る
。

年
間
７０
万
人
を
超
え
る
マ
イ
カ
ー
の
行
楽

客
や
観
光
バ
ス
の
お
客
が
休
憩
な
ど
に
利
用

し
て
い
る
が
、
長
神
駅
長
は
「
地
域
と
の
共

存
共
栄
が
大
切
で
、
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
な
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

東
北
自
動
車
道

を
鹿
角
八
幡
平
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で

降
り
て
、
国
道
２
８
２
号
を
十
和
田
湖
方
面
へ
向

か
う
こ
と
数
分
、
道
路
左
側
に
高
足
の
切
妻
型
屋
根
の
大

き
な
門
が
目
に
入
っ
た
ら
、
そ
こ
が
「
道
の
駅
か
づ
の
」
。
秋
田

県
北
東
部
に
位
置
す
る
一

方
、
隣
の
青
森
、
岩
手
を

合
わ
せ
た
３
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
立
地
す
る
た
め
観

光
拠
点
に
う
っ
て
つ

け
の
道
の
駅
で
あ

る
。

「道の駅」に関するアンケート

Ｑ１．あなたは「道の駅」へ、誰と行きますか？（複数回答）

①夫婦 ②ファミリー ③友人・知人 ④ペット

⑤一人 ⑥その他

Ｑ２．あなたは「道の駅」へ、おもにどのような手段で行きますか？

①自家用車 ②観光バス ③電車や路線バス ④バイク

⑤自転車 ⑥歩き ⑦その他

Ｑ３．あなたが「道の駅」へ行くのはどのくらいの頻度ですか？

①月に（ ）回 ②年に（ ）回 ③初めて ④その他

Ｑ４．あなたが「道の駅」へ行く、主な目的は何ですか？

①近くの「道の駅」で日常の買い物 ②旅行中の買い物

③トイレ利用 ④情報収集 ⑤スタンプラリー等のイベント参加

⑥休憩・仮眠 ⑦その他

Ｑ５．あなたが「道の駅」であったらいいなと思うものはなんですか？

①情報に関するもの ②食事に関するもの ③休憩に関するもの

④観光に関するもの ⑤その他（ ）

Ｑ６．Q５で具体的なご要望がありましたらお聞かせください。

Ｑ７．あなたの「道の駅」でのエピソードや思うことをお書きください。

Ｑ８．この新聞は何処の道の駅で入手しましたか？

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」
に
関
す
る
読

者
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
第
２１
号
は
『
道
の
駅
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
実
施
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
は
、
道
２１
世
紀
新
聞
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
ほ
か
、行
政
や「
道
の
駅
」関
連
諸
団
体
に
も
提
供
し
、

今
後
の
「
道
の
駅
」
な
ら
び
に
近
隣
地
域
活
性
化
に
供
す

る
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
働
き
か
け
ま
す
。

ご
回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
結
果
の
み
を
公

表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る

こ
と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で

３０
名
様
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

Ｑ １： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥（ ）

Ｑ ２： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦（ ）

Ｑ ３： ①（ ）回 ②（ ）回 ③

④（ ）

Ｑ ４： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

（ ）

Ｑ ５： ① ② ③ ④ ⑤（ ）

Ｑ ６： （ ）

Ｑ ７： （

）

Ｑ ８： a ） 県 b）（駅名）

お名前： （フリガナ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： （ ）

性 別：男性・女性 年齢： 歳 職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入下さい）

話題の道の駅

第２１号『道の駅に関するアンケート』回答用紙

「人と道」を考えるアンケート

ご意見をお寄せください！

道
の
駅

か
づ
の

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函して

ください。ホームページからも回答できます。

〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内

ＮＰＯ法人 人と道研究会「２１号読者アンケート係」宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

＝愛知県田原市東赤石５‐７４
�０５３１‐２３‐２５２５

道の駅 田原めっくんはうす
長神隆士駅長（５７）

花
、野
菜
、む
ら
お
こ
し
、文
化
、産
業
の
芽
が
育
つ

平成２１年１月３１日締 切 日

送 付 先

応 募 方 法
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晩
秋
の
奥
能
登
路
。
能
登

空
港
か
ら
車
を
走
ら
せ
約
３０

分
。
富
山
湾
を
見
下
ろ
し
、

遠
く
に
は
立
山
連
峰
の
雄
姿

が
眺
め
ら
れ
る
、
静
か
な
佇

ま
い
の
「
郷
土
料
理
の
宿

さ
ん
な
み
」
に
た
ど
り
着
い

た
。
白
壁
の
門
に
は
地
元
金

沢
の
老
舗
の
暖
簾（
の
れ
ん
）

店
寄
贈
の
素
敵
な
暖
簾
が
か

け
ら
れ
、
玄
関
ま
で
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
心
が
落
ち
着
く
和

風
仕
立
て
が
う
れ
し
い
。

１
晩
３
組
に
限
定
し
、
極

め
付
き
の
能
登
郷
土
料
理
の

お
も
て
な
し
に
こ
だ
わ
る
。

自
家
用
の
旬
の
野
菜
や
地
元

産
の
魚
介
類
を
、
自
家
製
の

「
い
し
る
」
（
魚
醤
）
を
生

か
し
て
体
に
優
し
い
「
食
治

（
し
ょ
く
じ
）
」
を
提
供
す

る
。
こ
う
し
た
お
客
を
思
い

や
る
心
が
芯
ま
で
伝
わ
る
宿

で
あ
る
。

窓
か
ら
眺
め
ら
れ
る
海
も

日
本
海
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

優
し
く
、
芝
生
に
は
「
能
登

は
旬
」
と
文
字
が
浮
か
び
上

が
る
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、

ご
主
人
の
「
遊
び
心
」
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

ご
夫
婦
は
、
休
み
に
な
る

と
大
好
き
な
信
州
の
山
郷
に

足
を
向
け
、
旅
を
す
る
と
い

う
。
そ
う
し
た
旅
人
だ
か
ら

こ
そ
、
相
手
の
立
場
に
立
っ

た
心
づ
く
し
の
お
も
て
な
し

が
、
自
然
体
で
で
き
る
の
だ

ろ
う
。

露
天
風
呂
の
浴
槽
は
、
水

に
強
く
香
り
が
良
い
ア
ス
ナ

ロ
の
木
（
檜
科
で
石
川
県
の

県
木
）
が
使
わ
れ
、
日
本
海

に
明
か
り
を
投
じ
る
月
や
満

天
の
星
が
、
旅
心
を
引
き
立

て
る
。
の
ん
び
り
時
間
を
過

ご
し
た
い
者
に
と
っ
て
は
、

と
て
も
贅
沢
（
ぜ
い
た
く
）

な
空
間
が
魅
力
的
で
あ
る
。

「
能
登
の
と
と
楽
、
加
賀

の
か
か
楽
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
能
登
で
は
妻
が
大
変

働
き
も
の
な
の
で
夫
が
楽
を

す
る
。

「
さ
ん
な
み
」
の
お
か
あ

さ
ん
、
船
下
富
美
子
さ
ん

は
、
地
域
の
活
動
に
参
加

し
、
民
宿
の
経
営
を
切
り
盛

り
し
て
い
て
夫
を
支
え
る
代

表
的
な
良
妻
で
あ
り
、
訪
れ

る
人
々
に
と
っ
て
も
優
し
い

お
か
あ
さ
ん
で
も
あ
る
。

質
感
高
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
は
、
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

の
コ
ン
テ
ン
ツ
。
「
小
さ
な

宿
で
ご
め
ん
な
さ
い
、
わ
か

り
に
く
い
場
所
で
…
田
舎
料

理
…
観
光
地
で
な
く
て
…
」

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

心
が
見
事
に
伝
わ
る
、
極
上

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
人
々
を
引

き
寄
せ
る
。

芝生に「能登は旬」の文字が浮かび上がる

露天風呂から眺める日本海

さんなみ

船下富美子さ
ん

石川県能登町

郷土料理
の 宿

地
元
産
・
自
家
製
に
こ
だ
わ
る

体
に
優
し
い
〝
食
治
〟

地場産のみの極上の夕食

旅
好
き
夫
婦

自
然
体

「さんなみ」の前で船下夫妻

グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
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「
知
憩
軒
（
ち
け
い
け

ん
）」。
聞
き
な
れ
な
い
言
葉

だ
が
、
実
際
に
現
地
に
足
を

赴
き
、
そ
こ
で
経
営
者
の
長

南
光
さ
ん
に
出
会
う
と
、
そ

の
意
味
が
体
感
で
き
る
。
山

形
県
鶴
岡
市
西
荒
屋
。
庄
内

平
野
の
西
、
霊
峰
月
山
に
向

か
う
山
形
道
庄
内
あ
さ
ひ
Ｉ

Ｃ
近
く
に
、
築
５０
年
の
農
家

の
佇
ま
い
が
あ
る
。

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
そ
し

て
機
織
り
工
房
、
さ
ら
に
は

長
南
さ
ん
の
作
品
で
あ
る

「
書
」
や
「
油
絵
」
、
昔
の

農
具
を
利
用
し
た
照
明
器
具

な
ど
の
あ
る
洋
室
「
木
か
げ
」

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
も
活
用
で
き
る
）
、
落

ち
着
い
た
ス
ペ
ー
ス
の
和
室

「
木
も
れ
び
」の
２
部
屋
を
有

す
る
民
宿
で
あ
る
。

「
軒
の
下
で
憩
い
な
が

ら
、
お
互
い
が
知
識
を
得
る

場
所
に
」
と
い
う
こ
と
で
名

づ
け
ら
れ
た
「
知
憩
軒
」は
、

遠
出
し
に
く
い
農
家
の
人
た

ち
が
一
休
み
で
き
る
場
と
し

て
開
放
し
た
の
が
始
ま
り
。

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
今

も
変
わ
ら
ず
、
衣
食
住
を
通

し
て
、
農
村
に
伝
わ
る
古
き

良
き
文
化
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
心
と
心
の
交
流
を
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
、
接
客

に
努
め
て
お
ら
れ
る
。

１
日
１
組
限
定
で
お
客
様

を
受
け
入
れ
、
「
時
を
忘
れ

て
の
ん
び
り
く
つ
ろ
い
で
い

た
だ
く
」
た
め
に
、
テ
レ
ビ

な
ど
は
置
か
な
い
。
野
に
あ

る
花
で
お
客
様
を
迎
え
、
満

面
の
笑
み
と
感
謝
の
気
持
ち

で
お
客
様
に
接
し
て
い
く
。

「
献
立
は
そ
の
日
の
畑
と

相
談
」
―
―
畑
か
ら
摘
ん
で

き
た
ば
か
り
の
、
旬
の
野
菜

と
果
実
、
そ
し
て
庄
内
平
野

で
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
お

い
し
い
米
を
提
供
す
る
。

足
り
な
い
食
材
は
、
同
じ

地
域
内
に
あ
る
農
産
物
直
売

所
「
産
直
あ
ぐ
り
」
で
調
達

し
、
あ
く
ま
で
も
地
元
の
食

材
に
こ
だ
わ
る
。

庄
内
地
方
な
ら
で
は
の
伝

統
料
理
か
ら
、
農
家
の
日
常

食
、
娘
さ
ん
や
お
嫁
さ
ん
の

若
い
セ
ン
ス
あ
ふ
れ
る
デ
ザ

ー
ト
類
ま
で
、
化
学
調
味
料

を
一
切
使
わ
な
い
、
素
材
を

生
か
し
た
薄
味
の
逸
品
が
う

れ
し
い
。

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
「
黒
川
能
」
能

装
束
を
は
じ
め
と
し
た
綴
織

の
工
房
を
立
ち
上
げ
、
加
工

や
直
売
も
手
が
け
て
「
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
庄
内
」
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。
で
も
、
本

分
は
大
地
に
し
っ

か
り
根
を
張
る
こ

と
、
と
い
う
「
本

物
の
農
民
」
で
あ

る
。（

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー

代
表
理
事

青
木
辰
司
）

仕
事
は
常
に
「
現
場
に
原

点
が
あ
る
」
と
考
え
て
い
ま

す
。
大
学
卒
業
後
、
建
設
省

（
当
時
）
に
入
省
し
て
間
も

な
く
茨
城
県
に
出
向
し
、
現

場
仕
事
か
ら
社
会
人
の
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
今

も
、
こ
の
時
の
得
が
た
い
体

験
、
経
験
が
大
き
な
財
産
に

な
っ
て
い
る
、と
感
じ
ま
す
。

も
の
づ
く
り
の
最
前
線
で
学

ん
だ
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
「
い
っ
た
ん

や
っ
た
こ
と
は
戻
っ
て
こ
な

い
。
だ
か
ら
瞬
間
瞬
間
の
積

み
重
ね
を
大
事
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
か
「
諦
め

な
い
こ
と
が
何
よ
り
大
切
」

或
い
は
「
設
計
、
積
算
な
ど

の
業
務
も
、
常
に
現
場
か
ら

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
不
可

欠
」
な
ど
で
す
。

現
場
の
仕
事
は
不
安
も
つ

き
ま
と
い
、
苦
労
の
連
続
の

う
え
、
と
に
か
く
忙
し
い
日

々
で
し
た
。
で
も
「
自
ら
考

え
た
こ
と
が
日
々
実
現
し
て

い
く
喜
び
」
が
大
き
く
、
現

場
は
大
好
き
で
し
た
。
そ
の

経
験
で
得
た
教
訓
は
、
先
輩

技
術
者
の
教
え
に
も
あ
り
ま

す
が
「
情
熱
を
持
っ
て
諦
め

な
い
で
や
っ
て
い
け
ば
成
せ

ば
な
る
」
と
い
う
こ
と
と「
い

か
に
や
り
抜
く
か
と
い
う
強

い
精
神
、
実
行
す
る
意
思
」

の
大
切
さ
で
す
。
若
手
技
術

者
に
は
、
こ
の
精
神
力
が
や

や
希
薄
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

若
い
人
た
ち
に
は
、
現
場

の
重
要
な
心
得
と
し
て
「
３

つ
の
Ｃ
」
と
い
う
こ
と
を
言

っ
て
き
ま
し
た
。
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
（
創
造
）
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
（
挑
戦
）
、
チ
ェ
ン
ジ

（
改
革
）
の
心
で
す
。
最
近

は
、
こ
れ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
連
絡
）
と
ク
リ
ー

ン
（
清
潔
）
を
加
え
、
５
Ｃ

が
大
切
に
な
る
、
と
考
え
て

い
ま
す
。

特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
国
土
交
通
省

で
言
え
ば
、
本
省
、
地
方
整

備
局
、
出
先
の
事
務
所
、
そ

し
て
現
場
。
こ
れ
ら
が
、
連

絡
を
さ
ら
に
密
に
し
、
情
報

を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
、

よ
り
求
め
ら
れ
る
時
代
、
と

も
言
え
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
道
路
の
た
め

に
仕
事
を
す
る
の
で
は
な

く
、
国
民
の
た
め
に
し
て
い

る
訳
で
す
。
国
民
の
考
え
と

遊
離
し
な
い
事
業
実
現
の
た

め
に
は
、
現
場
を
原
点
と
す

る
情
報
の
共
有
と
、
事
業
を

実
行
す
る
情
熱
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

住
み
よ
く
美
し
い
ま
ち
な
み
づ
く
り
を
進
め
る
住
民
組
織
、地
域
を
顕
彰
す
る「
第

４
回
住
ま
い
の
ま
ち
な
み
コ
ン
ク
ー
ル
」
０８
年
度
受
賞
団
体
が
決
ま
り
、
国
土
交
通

大
臣
賞
に
京
都
市
・
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
の
「
西
竹
の
里
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
管
理

組
合
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
土
交
通
省
な
ど
官
民
が
一
体
で
毎

年
６
月
に
展
開
す
る「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」の
主
要
行
事
で
、
ま
ち
づ
く
り
月
間
実
行

委
員
会
と
財
団
法
人
住
宅
生
産
振
興
財
団
が
共
催
し
て
い
ま
す
。

国土交通大臣賞以外の主な受

賞団体、受賞地域は次の通り

で、０９年のまちづくり月間に表

彰式が行われます。

【住まいのまちなみ優秀賞】ア

ルカディア２１管理組合、アルカ

ディア２１住宅（兵庫県三田市）

【住まいのまちなみ賞】蒲原宿

まちなみの会、旧東海道蒲原宿

（静岡市）▽ＮＰＯ法人青山ま

ちづくりネットワーク、グリー

ンヒル青山（滋賀県大津市）▽

碧浜自治会、新浦安マリナイー

スト碧浜（千葉県浦安市）

洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、

７０
年
代
に
入
居
を
開
始
し
た

京
都
市
内
初
の
大
規
模
住
宅

団
地
。
周
囲
は
原
野
や
田
園

風
景
も
残
り
、
敷
地
内
に
小

川
も
流
れ
る
な
ど
住
環
境
に

恵
ま
れ
、
約
２
６
０
㌶
の
丘

陵
地
に
２
割
以
上
の
公
園
・

緑
地
を
計
画
配
置
。
分
譲
や

賃
貸
の
戸
建
て
、
集
合
住
宅

に
３
万
人
以
上
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

居
住
者
の
高
齢
化
や
転
出

に
伴
う
建
て
替
え
、
用
途
変

更
な
ど
で
住
環
境
が
問
題
に

な
り
始
め
ま
し
た
が
、
西
竹

の
里
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
管
理
組

合
は
、
増
築
禁
止
な
ど
規
制

の
厳
し
い
建
築
協
定
を
順
守

し
て
、
植
栽
手
入
れ
、植
樹
、

共
同
花
壇
の
自
主
設
計
な
ど

居
住
者
の
交
流
連
携
を
長
年

推
進
。
積
極
的
な
自
主
活
動

が
良
好
な
ま
ち
な
み
維
持
・

熟
成
の
大
き
な
力
に
な
っ
て

い
る
と
し
て
、
今
回
の
受
賞

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
応

募
の
全
て
が
ま
ち
を
愛
し
住

み
よ
く
し
よ
う
と
い
う
住
民

自
身
の
熱
意
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

優
秀
賞
や
こ
れ
ま
で
国
土

交
通
大
臣
賞
を
受
け
た
地
域

〔
第
１
回
∥
コ
モ
ン
シ
テ
ィ

星
田
Ｈ
Ｕ
Ｌ
―
１
（
大
阪
府

交
野
市
）
▽
第
２
回
三
輪
緑

山
住
宅
（
東
京
都
町
田
市
）

▽
第
３
回
∥
諏
訪
野
（
福
島

県
伊
達
市
）〕

財団は７９年に設立。会員の住宅メーカーとともに一貫して量

から質へ転換を図る国の住宅政策を先導、住宅と住環境の質向

上を目指し、まちなみづくりの普及や支援、コーディネートを

推進してきました。

日本のまちづくりを美しさ重視へ転換させる景観緑三法が０４

年、安全安心で快適な住環境・サービスのストックを重視する

住生活基本法が０６年に施行され、潤いある豊かな住まい、景観

に優れ伝統や文化の香り漂うコミュニティへの国民の関心は高

まっています。長期優良住宅（２００年住宅）の普及促進を図る

国の法制度や税制優遇も始動。その建設・維持管理やまちづく

りで先進的活動をするＮＰＯなどへの支援事業も０８年度から、

ハウジングアンドコミュニティ財団と共同で全国６１団体を対象

に実施しています。

財団法人住宅生産振興財団

「

第

４

回

住

ま

い

の

ま
ち
な
み
コ
ン
ク
ー
ル
」
０８年度

広
々
と
し
た
和
室

機
織
り
を
体
験

知

憩

軒

献立は「その日の畑と相談」

本物の農家の魅力

山
形
県
鶴
岡
市

西竹の里タウンハウス

長
南

光
さ

ん

１日１組限定…のんびりと

知憩軒の入口（右下は長南光さん）

１２

谷口 博昭

ハロハロ

国土交通省技監

「
現
場
」と
の
情
報
共
有
を

心安らぐ献立

アルカディア住宅

旧東海道蒲原宿

写
真
の
一
部
は
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
か
ら
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★
地
産
地
消
こ
そ

毎
日
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ス

で
聞
く
「
食
の
危
機
」
。
危

な
い
食
品
、
食
糧
不
足
な
ど

今
や
世
界
的
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
生
後
４

カ
月
の
息
子
を
持
つ
私
に
と

っ
て
は
、
安
全
な
食
べ
物
を

何
と
し
て
で
も
食
べ
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。
道
の
駅
に

立
ち
寄
っ
て
、
地
産
地
消
の

大
切
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ

て
い
ま
す
。
（
栃
木
県
佐
野

市

主
婦
・
２８
歳
）

★
通
販
も
考
え
て

道
の
駅
の
良
い
と
こ
ろ
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
昔
は

旅
で
困
る
の
は
ト
イ
レ
で
し

た
が
、
今
は
道
の
駅
が
あ
っ

て
大
助
か
り
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
地
元
の
農
産
物
が
買

え
る
こ
と
。
毎
月
ど
こ
か
の

駅
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
お
米

も
買
い
ま
す
が
、
２
回
目
か

ら
は
通
販
が
で
き
る
と
あ
り

が
た
い
の
で
す
が
。
（
愛
知

県
知
立
市

主
婦
・
５０
歳
）

★
荒
れ
放
題
の
道

国
道
と
呼
ば
れ
て
い
て
も

幅
は
狭
い
し
、
路
面
・
路
肩

が
荒
れ
放
題
と
い
う
道
が
多

数
あ
り
、
走
行
し
に
く
く
て

困
り
ま
す
。
こ
の
現
象
は
、

と
く
に
私
が
住
む
宮
崎
県
だ

け
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か

ね
え
。
（
宮
崎
市

会
社
員

・
３６
歳
）

★
奈
良
漬
教
わ
る

奈
良
県
の
「
ふ
た
か
み
パ

ー
ク
當
麻
」
道
の
駅
の
女
性

駅
長
さ
ん
は
、
訪
れ
た
私
た

ち
に
奈
良
漬
の
漬
け
方
を
く

わ
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
粕
の
合
わ
せ
方
ま
で

覚
え
、
上
手
な
奈
良
漬
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
と
て
も
喜

ん
で
い
ま
す
。
と
て
も
良
い

道
の
駅
で
し
た
！
（
大
阪
府

羽
曳
野
市

主
婦
・
６９
歳
）

★
自
分
で
育
て
る

本
紙
前
号
の
「
お
か
あ
さ

ん
１
０
０
選
」で「
飛
騨
弁
と

ユ
ー
モ
ア
と
」
を
読
み
ま
し

た
。
小
さ
い
と
き
、
母
親
と

畑
に
で
か
け
野
菜
の
種
を
ま

き
、
芽
が
出
る
こ
ろ
に
雑
草

抜
き
を
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
子
供
た
ち
が
農
作

業
を
自
分
で
や
れ
ば
、
収
穫

の
う
れ
し
さ
、
食
べ
る
喜
び

を
実
感
で
き
る
こ
と
を
、
こ

の
記
事
は
教
え
ま
す
。
私
た

ち
の
地
域
で
も
保
育
園
や
幼

稚
園
で
実
習
教
育
を
や
っ
て

い
ま
す
が
、
全
国
に
広
が
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（
滋

賀
県
守
山
市

無
職
・
６２
歳
）

★
存
在
は
大
き
い

小
さ
い
こ
ろ
、
観
光
バ
ス

旅
行
で
ト
イ
レ
休
憩
は
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
で
し
た
。
今
は
マ

イ
カ
ー
で
ド
ラ
イ
ブ
で
す
が

ト
イ
レ
は
コ
ン
ビ
ニ
に
寄
っ

た
り
。
で
も
、
何
と
い
っ
て

も
道
の
駅
の
存
在
は
大
き
い

で
す
よ
ね
。
何
よ
り
駅
に
は

夢
と
楽
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
で

す
か
ら
。
（
埼
玉
県
加
須
市

主
婦
・
５３
歳
）

★
楽
し
い
道
の
駅

今
、
道
の
駅
が
楽
し
く
て

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
高
速

道
路
は
走
ら
な
い
旅
、
土
地

の
こ
と
ば
を
楽
し
み
、
た
べ

も
の
を
味
わ
い
、
み
や
げ
の

手
づ
く
り
の
品
々
（
お
だ
ん

ご
な
ど
を
含
め
て
）
は
、
長

く
残
る
思
い
出
に
な
る
の
で

す
。
（
横
浜
市

主
婦
・
３８

歳
）★

も
う
少
し
続
行

昨
年
、
今
年
と
、
北
海
道

・
四
国
・
九
州
を
ひ
と
り
で

ド
ラ
イ
ブ
し
て
き
ま
し
た
。

本
紙
の
情
報
は
ず
い
ぶ
ん
役

に
立
ち
ま
し
た
。
も
う
少
し

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
情
報

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
東
京

都
多
摩
市

無
職
・
７５
歳
）

★
注
目
の
証
拠
だ

食
の
安
全
が
取
り
ざ
た
さ

れ
て
い
る
が
、
安
心
し
て
手

に
入
れ
る
に
は
、
道
の
駅
の

産
地
直
売
所
が
一
番
で
は
な

い
か
。
あ
ち
こ
ち
出
か
け
て

購
入
す
る
こ
と
も
多
い
が
、

早
い
時
間
に
行
か
な
い
と
売

り
切
れ
も
あ
る
。
皆
さ
ん
が

安
心
・
安
全
と
い
う
こ
と
で

注
目
し
て
い
る
の
が
よ
く
分

か
る
。
（
広
島
県
廿
日
市
市

会
社
員
・
４９
歳
）

★
ほ
ん
わ
か
好
き

写
真
撮
影
の
た
め
、
各
地

へ
出
向
き
ま
す
が
、
必
ず
土

地
の
道
の
駅
に
立
ち
寄
り
ま

す
。
何
を
見
て
も
楽
し
い
場

所
で
、大
好
き
で
す
。こ
の
新

聞
の
「
お
か
あ
さ
ん
１
０
０

選
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
ほ
ん
わ

か
し
て
い
て
好
き
な
記
事
で

す
。新
聞
も
応
援
し
て
ま
す
。

（
高
知
市

看
護
師
・
３４
歳
）

★
草
が
ぼ
う
ぼ
う

本
紙
前
号
の
「
田
ん
ぼ
の

生
き
物
調
査
…
」
。
最
近
田

ん
ぼ
を
や
る
農
家
が
減
り
、

６
月
に
入
っ
て
も
草
ぼ
う
ぼ

う
の
ま
ま
。
い
な
ご
が
す
っ

か
り
見
え
な
く
な
り
、
悲
し

い
ば
か
り
で
す
。
ひ
る
が
え

っ
て
、
道
の
駅
に
は
地
元
野

菜
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
新
鮮

で
大
き
く
、
お
い
し
そ
う
な

も
の
が
い
っ
ぱ
い
。
毎
日
購

入
し
て
い
ま
す
。
地
元
野
菜

を
買
え
る
こ
と
が
一
番
の
エ

コ
で
す
ね
。
（
神
奈
川
県
厚

木
市

主
婦
・
３７
歳
）

★
も
っ
と
都
会
に

道
の
駅
は
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ

の
Ｓ
Ａ
と
違
っ
て
、
地
元
の

方（
農
家
な
ど
）が
レ
ジ
打
ち

に
お
ら
れ
た
り
、
あ
た
た
か

い
雰
囲
気
を
感
じ
ま
す
。
都

会
に
も
も
っ
と
道
の
駅
が
あ

れ
ば
、
空
気
が
変
わ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
滋
賀

県
草
津
市

会
社
員
・
３８
歳
）

★
趣
向
こ
ら
し
て

道
の
駅
「
松
浦
海
の
ふ
る

さ
と
館
」
の
記
事
を
興
味
深

く
読
み
ま
し
た
。
地
域
の
特

産
物
を
並
べ
て
売
っ
て
い
る

だ
け
の
よ
う
な
道
の
駅
も
か

な
り
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
の

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ

ア
と
趣
向
を
こ
ら
し
た
駅
も

あ
る
の
だ
な
、
と
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
（
宮
崎
市

主
婦
・
３０
歳
）

★
ふ
れ
あ
い
の
場

道
の
駅
を
訪
ね
る
と
、
多

く
の
人
が
、
駅
の
方
々
も
含

め
て
、
和
気
あ
い
あ
い
ふ
れ

あ
っ
て
い
ま
す
。
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り

つ
つ
あ
る
現
在
、
道
の
駅
を

通
じ
て
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め

た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
愛
知
県
一
宮
市

会
社
員

・
４３
歳
）

★「
道
の
駅
弁
」を

鉄
道
の
「
駅
弁
」
、
空
港

の
「
空
弁
」
、
中
部
地
方
の

高
速
道
路
の
「
速
弁
」
な
ど

な
ど
、
お
弁
当
が
ブ
ー
ム
の

よ
う
で
す
。
道
の
駅
は
全
国

に
数
多
く
あ
る
の
で
、
共
通

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
お
弁
当
を

発
売
し
て
も
い
い
の
で
は
？

「
道
弁
」
は
ほ
か
に
あ
る
よ

う
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
長
い

で
す
が
「
道
の
駅
弁
」
で
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
お
い
し

い
お
弁
当
が
誕
生
し
そ
う
で

す
ね
。
（
滋
賀
県
守
山
市

公
務
員
・
４１
歳
）

★
生
産
者
の
名
前

道
の
駅
で
地
元
の
野
菜
を

買
い
、
家
に
帰
っ
て
旅
先
の

こ
と
を
思
い
ま
す
。
生
産
者

の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る

と
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
こ

と
が
実
感
で
き
る
の
で
す
。

私
は
職
業
柄
、
食
の
安
全
を

普
及
し
て
い
く
う
え
で
も
、

道
の
駅
が
も
っ
と
増
え
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
兵
庫
県
尼
崎
市

栄
養
士

・
２７
歳
）

★
老
人
会
で
発
表

本
紙
を
い
つ
も
読
み
、
老

人
会
（
男
６
・
女
１４
）
の
定

例
会
で
内
容
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
年
２
回

春
秋
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
県

内
の
名
所
を
巡
り
、
道
の
駅

で
昼
食
、
新
鮮
な
野
菜
を
買

う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
会
も
今
年
で
１５

年
、
全
員
元
気
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
（
島
根
県
出
雲
市

無
職
・
８１
歳
）

このコーナーでは、道の駅をは

じめ、農家レストランや、道路な

どに関する読者の皆様のさまざま

な声を紹介していきます。

お便りはハガキで〒１０５－０００１

東京都港区虎ノ門４－１－１

虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

「人と道研究会」「第２１号読者の

声係」宛にお寄せください。

また読者専用のメールＢＯＸ

（dokusya@route-press 21 st.jp）

もあります。お便りのほか、写真

の投稿も大歓迎です。採用分には

記念品をプレゼントします。

秋
の
野
に

咲
け
る
秋
萩

秋
風
に

な
び
け
る
上
に

秋
の
露
置
け
り

（
万
葉
集
・
巻
八
・
一
五
九
七
番
）

秋
の
野
に
咲
い
て
い
る
萩
の
花
が
、
秋
風
に
吹

か
れ
て
う
つ
伏
し
て
い
る
。
そ
の
上
に
は
秋
の

露
が
、
び
っ
し
り
と
置
か
れ
、
揺
れ
て
い
る
。

×

×

×

家
持
の
「
見
テ

物
色
ヲ

作
ル

」
（
物
の
気
配
を
見
て

作
っ
た
）
連
作
三
首
の
第
一
首
。
第
二
・
三
首
は
次

の
通
り
。

ヲ

シ
カ

さ
雄
鹿
の

朝
立
つ
野
辺
の

秋
萩
に

玉
と
見

る
ま
で

置
け
る
白
露

（
一
五
九
八
番
）

さ
わ
や
か
な
朝
、
光
満
つ
野
辺
に
、
雄
鹿
が
立

あ
た

っ
て
辺
り
を
見
ま
わ
し
て
い
る
。
群
生
の
萩
に

み

ま
が

は
白
玉
か
と
見
紛
う
白
露
が
い
っ
ぱ
い
だ
‼

ム
ネ

ワ

さ
雄
鹿
の

胸
分
き
に
か
も

秋
萩
の

散
り
過

サ
カ

イ

ぎ
に
け
る

盛
り
か
も
去

ぬ
る
（
一
五
九
九
番
）

た
く

雄
鹿
が
、
逞
ま
し
い
胸

で
、
萩
を
押
し
分
け
て

通
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か

ナ
ア
、
萩
の
花
が
散
っ

て
し
ま
っ
た
の
は
…

さ

…
。
そ
れ
と
も
、
萩
の
花
の
盛
り
が
去
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
か
ナ
ア
。

第
一
首
は
、
「
秋
」
を
四
度
も
使
っ
て
「
季
節
」

を
強
調
し
、
秋
の
野
山
・
萩
の
花
・
吹
く
秋
風
・
さ

あ

さ
ま

ま
ざ
ま
の
露
と
、そ
の
在
り
様
と
そ
の
美
し
さ
な
ど
、

「
秋
の
野
と
萩
」
を
読
者
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

第
二
首
は
、
雄
鹿
を
通
し
て
、
秋
の
朝
の
爽
快
さ

た
だ

・
物
々
の
充
実
を
感
じ
さ
せ
、
直
ち
に
白
露
へ
焦
点

を
移
す
手
法
で
、
鹿
・
朝
・
萩
そ
し
て
露
と
、
文
人

趣
味
を
十
分
に
満
足
さ
せ
る
。妻
恋
の
雄
鹿
の
声
も
。

つ
ぼ
み

第
三
首
は
、「
秋
萩
の
花
」
が
、主
役
で
、蕾
か
ら
そ

ふ
く
ら

れ
が
膨
み
・
咲
き
初
め
・
満
開
・
散
り
ざ
ま
へ
と
、

せ
つ

り

さ
ぐ

花
の
推
移
を
思
わ
せ
、
自
然
界
の
摂
理
を
探
る
。

し

い

家
持
の
思
惟
は
、第
一
首
か
ら
第
二
・
第
三
首
へ
、

遠
近
法
で
構
成
し
、
同
時
に
自
然
の
移
り
行
き
を
展

開
す
る
。
至
っ
て
素
朴
・
明
解
に
、歌
境
の
広
が
り
と

深
さ
を
み
せ
る
。実
に
見
事
な
連
作
の
妙
で
あ
る
。

奈
良

正

戦場に散った画学生たちの絵や愛用品を展示

している無言館（長野県・上田市）

大
伴
家
持
・
萩
の
歌
三
首

◆お便り募集

（
学
校
法
人
北
川
学
園
理
事
・
万
葉
研
究
家
）
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毎
日
新
聞
社
が
募
集
し
た
「
２

０
０
７
年
（
第
３５
回
）
毎
日
農
業

記
録
賞
」
（
農
林
水
産
省
な
ど
後

援
）
の
作
品
集
『
キ
ラ
キ
ラ
農

業
』
。
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る

一
般
・
高
校
生
両
部
門
の
優
秀
作

か
ら
は
、
昔
か
ら
地
域
に
あ
る
人

的
・
物
的
資
源
を
上
手
に
生
か
す

こ
と
に
よ
っ
て
農
業
や
農
村
を
よ

り
輝
か
せ
て
い
る
様
が
手
に
取
る

よ
う
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

提
供
‥
毎
日
新
聞
社

問
合
せ
‥
毎
日
新
聞
東
京
セ
ン
タ

ー

☎
０３
・
３
２
１
２
・
０
４
７
９

ダ
ン
ロ

ッ
プ
は
当

社
従
来
品

よ
り
転
が

り
抵
抗
を

約
２０
％
削

減
し
、
低

燃
費
性
能
を
追
及
し
た
ミ
ニ
バ
ン

専
用
低
燃
費
タ
イ
ヤ
「
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
Ｖ
Ｅ
（
エ
ナ
セ
ー
ブ
）
Ｒ
Ｖ
５

０
３
」
を
２
０
０
９
年
２
月
か
ら

順
次
発
売
し
ま
す
。
そ
の
ダ
ン
ロ

ッ
プ
か
ら
、
Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
ロ
ゴ

入
り
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
サ
イ

ズ
・
Ｘ
Ｌ
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

問
合
せ:

住
友
ゴ
ム
工
業
（
株
）

広
報
部

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
r
i

g
r
o
u
p
.
c
o
.
j
p
/

「
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
」

を
訴
え
る
格
調
高
い
カ
レ
ン
ダ

ー
。
天
声
人
語
・
余
録
・
編
集
手

帳
春
秋
産
経
抄
で
絶
賛
さ
れ
た
、

「
富
山
和
子
が
つ
く
る
日
本
の
米

カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
０
９
年
版
」
を

２０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

提
供
‥
㈱
サ
ン
制
作

お
申
し
込
み:

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

r
o
u
t
e- p

r
e
s
s
2
1
s
t
.
j
p

石
垣
島
ラ
ー
油
（
石
ラ
ー
）
を

ご
存
じ
で
す
か
？

入
手
ま
で
６

カ
月
待
ち
、
と
い
う
伝
説
の
ラ
ー

油
な
の
で
す
が
、
そ
れ
を
作
っ
て

い
る
の
が
ペ
ン
ギ
ン
夫
婦
（
本
名

！
）
。
夫
婦
が
出
会
っ
て
、
石
垣
島

移
住
を
決
め
て
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と

か
ら
石
ラ
ー
を
作
っ
て
売
る
こ
と

に
な
っ
て

。
そ
ん
な
二
人
の
道

の
り
を
ま
と
め
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
本
で
す
。こ
れ
を
読
ん
で「
沖

縄
移
住
し
た
い
！
」
っ
て
思
う
人

も
多
い
み
た
い
で
す
。
ゴ
ハ
ン
に

か
け
る
だ
け
で
も
お
い
し
い
石
ラ

ー
を
使
っ
た
簡
単
レ
シ
ピ
も
掲

載
。辺
銀
愛
理
著
。
１
５
７
５
円

宮
崎
市
内
で
偶
然
発
見
さ
れ
、

１
８
８
７
年
（
明
治
２０
年
）
「
日

向
夏
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
親

は
不
明
だ
が
、
独
特
の
風
味
か
ら

柚
子
の
血
を
引
く
ら
し
い
。
最
近

の
栽
培
技
術
の
進
歩
で
「
種
無
し

日
向
夏
」
、
ま
た
種
が
あ
っ
て
も

少
な
い
「
ハ
ウ
ス
小
核
」
日
向
夏

の
品
種
が
出
回
っ
て
い
ま
す
。
白

皮
を
む
か
ず
、
一
緒
に
食
べ
る
こ

と
で
風
味
が
良
く
ま
ろ
や
か
に
な

り
ま
す
。
１４
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ

さ
い
。

１、観光庁が新しく出来ました。監督官庁は○

○○○○○○省です

７、○○�� ��

８、馬鹿と○○○○紙一重

９、青森県の地名「弘前」何と読む？

１１、上りは特に歩くのが大変

１２、チェンジ！人生の○○○○○だね！

１５、お笑いの「ツッコミ」で使う道具といえば

？

１７、○○は道連れ世は情け

１８、「三四郎」や「心」などの作者「夏目○○

○○」

２０、レインボーブリッジやビッグサイトなどで

有名な東京のデートスポットといえば？

２１、横浜新道にあるインター「狩場」何と読む？

２３、ほんとうの気持ち

２４、日本はコレが良いほうだと、世界では言わ

れています

２５、○○の大木

２６、森の中の一軒家でイメージするのは、丸太

○○

２７、グラタンにライス。この組み合わせ、

美味しいね

１
、
○
○
砂
糖
を
か
け
る
と
ケ
ー
キ
に
雪
が
降
っ

た
よ
う
で
す

２
、
最
近
人
気
の
モ
チ
ー
フ
「
ス
カ
ル
」
を
日
本

語
で
い
う
と
？

３
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
○
○
○
○
○
を
渡
る
人
の
流

れ
を
、
し
ば
ら
く
見
て
る

４
、
○
○
を
た
ど
っ
て
、
知
り
合
い
ま
し
た

５
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
安
全
○
○
○
○
で

お
願
い
し
ま
す
。

６
、
手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー
編
む
か
ら
、
○
○
○
を

買
っ
て
来
る
ね

９
、
冬
は
夜
空
に
た
く
さ
ん
の
星
が
○
○
○
輝
い

て
い
ま
す
ね
！

１０
、
一
等
賞
に
贈
り
た
い
メ
ダ
ル
の
色
は
？

１１
、
○
○
○
砂
漠
は
世
界
最
大
の
砂
漠
と
言
わ
れ

て
い
ま
す

１３
、
恭
子
さ
ん
と
美
香
さ
ん
と
言
え
ば
、
○
○
○

姉
妹

１４
、
旅
行
で
着
替
え
は
不
要
⁉
○
○
○
○
雀
で
過

ご
し
ち
ゃ
え
！

１６
、
「
ず
ん
だ
餅
」
や
「
牛
た
ん
」
な
ど
で
御
馴

染
み
の
地
で
す

１８
、
ル
チ
ン
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
「
だ
っ
た
ん
○

○
○
○
」

１９
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
○
○
○
○
・
サ
ー
ド

２０
、
乾
杯
の
○
○
○
を
と
る

２２
、
公
共
施
設
で
は
、
○
○
○
フ
リ
ー
が
益
々
重

要
で
す

２３
、
〇
〇
に
照
ら
す

①
Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
ロ
ゴ
入
り

ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
５
名
に

道の駅文庫

②
「
ペ
ン
ギ
ン
夫
婦
が
つ
く
っ
た

石
垣
島
ラ
ー
油
の
は
な
し
」を
５
名
に

「
人
は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
」
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
成
熟
し
な
が
ら
、
健
康
で
、
楽
し
く
、
美
味

し
く
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
で
人
生
の
道
を
歩
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

道
の
駅
文
庫
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
陽
や
風
を
感
じ
ら
れ

る
す
ぐ
れ
た
図
書
を
選
定
し
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●プレゼント希望の方は希望商品番号（①～

⑤のうち１点）を記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新

聞を手に入れた場所⑨今月号で一番良かった記事⑩そ

の他のご意見・ご感想を官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１

東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

人と道研究会「２１号プレゼント係」宛、１月３０日必着でお送りく

ださい。発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

★
タ
テ
の
鍵

▼応募方法

『キャベツにだって花

が咲く 知られざる野菜の不

思議』

稲垣 栄洋 著

光文社新書

定価（本体７４０円＋税）

●クロスワードパズルの答Ａ～Ｈを記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新聞を手に入れ

た場所⑨今月号で一番良かった記事⑩その他のご意見・ご感想を

官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１虎

ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人 人と道研究会「２１号クロスワー

ド係」宛、１月３１日必着でお送りください。パズルの正解者には

抽選で３０名様に記念品をプレゼントします。

と

６

２２

ス
ー
パ
ー
に
行
け
ば
、
新
鮮
な
野
菜
が
売
り
場
に
並
ん
で
い
る
が
、
そ
の
生

態
を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
。
現
代
人
は
ス
ー
パ
ー
の
野
菜
売
り
場
で
し
か

野
菜
に
出
合
わ
な
い
。
本
書
は
、
野
菜
の
知
ら
れ
ざ
る
生
態
を
解
り
や
す
く
教

え
て
く
れ
る
。
ま
づ
、
野
菜
の
花
に
つ
い
て
。
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
は
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
花
を
愛
で
、
織
田
信
長
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
花
が
好
き
だ
っ
た
。

（
え
っ


ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
花
が
咲
く
の
？
）
野
菜
の
ど
こ
を
私
た
ち
は
食

し
て
い
る
か
の
章
も
興
味
深
い
。
例
え
ば
大
根
。
私
た
ち
は
根
を
食
べ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
が
、
白
い
部
分
の
葉
に
近
い
と
こ
ろ
が
茎
、
つ
る
ん
と
し
た
部

分
が
胚
軸
、
下
の
ひ
げ
が
あ
る
と
こ
ろ
が
根
。
上
と
下
で
植
物
と
し
て
の
部
位

が
異
な
る
の
で
食
べ
方
も
異
な
る
。
根
に
近
い
ほ
ど
辛
味
が
増
す
の
で
、
茎
は

サ
ラ
ダ
、
真
ん
中
は
フ
ロ
フ
キ
ダ
イ
コ
ン
、
下
位
は
オ
デ
ン
、
一
番
下
は
ダ
イ

コ
ン
オ
ロ
シ
、
と
い
う
具
合
だ
。

キ
ュ
ウ
リ
や
ピ
ー
マ
ン
は
青
い
が
、
キ
ュ
ウ
リ
も
畑
で
熟
成
す
れ
ば
真
黄
色

に
熟
れ
る
。
黄
色
い
瓜
だ
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
と
い
う
。
ピ
ー
マ
ン
も
熟
せ
ば
ト
ウ

ガ
ラ
シ
そ
っ
く
り
の
真
赤
に
な
る
。
二
つ
は
同
じ
種
で
、
辛
味
を
少
な
く
し
た

の
が
ピ
ー
マ
ン
だ
。
ど
ち
ら
も
未
熟
の
う
ち
に
収
穫
し
て
食
べ
る
か
ら
青
い
。

パ
プ
リ
カ
は
ピ
ー
マ
ン
の
一
種
を
熟
し
て
か
ら
食
べ
る
の
で
赤
い
。

第
４
章
「
野
菜
は
何
処
か
ら
来
た
か
」
第
５
章
「
野
菜
を
き
ち
ん
と
食
べ
な

さ
い
」
も
示
唆
に
富
む
。
食
べ
方
が
野
菜
本
来
の
性
質
を
変
え
た
事
例
に
ブ
ル

ー
ム
レ
ス
キ
ュ
ウ
リ
が
あ
る
。
昔
の
キ
ュ
ウ
リ
は
白
い
粉
み
た
い
な
ブ
ル
ー
ム

（
表
面
の
細
胞
が
変
化
し
た
細
か
い
毛
）
が
つ
い
て
お
り
、
水
を
は
じ
き
病
害

虫
を
防
い
だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
見
た
目
に
良
く
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

ブ
ル
ー
ム
を
取
り
除
い
た
品
種
を
開
発
し
、
今
の
キ
ュ
ウ
リ
に
改
良
し
た
が
病

気
に
弱
く
農
薬
が
大
量
に
必
要
に
な
っ
た
。

人
間
は
、
沢
山
実
り
、
美
味
し
く
、
食
べ
や
す
く
改
良
を
重
ね
た
。
野
菜
を

食
べ
る
こ
と
で
必
要
な
栄
養
を
摂
取
し
、
野
菜
は
食
べ
ら
れ
る
こ
と
で
種
を
保

全
す
る
。
つ
ま
り
、
野
菜
と
は
人
間
と
共
生
す
る
植
物
な
の
だ
。

稲
垣
さ
ん
は
言
う
。
「
人
間
が
野
菜
を
改
良
し
た
の
で
な
く
、
人
間
に
も
っ

と
野
菜
を
食
べ
さ
せ
る
よ
う
野
莱
自
身
が
進
化
を
遂
げ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」。

（
花
信
風
子
）

んぜ

１４

１７

□ー

Ｄ

Ｂ

■ナ

れ

５

１９

２１

２７

□ー

Ａ

ぷ

■

パズル制作・構成：Zero Page

コ

４

８

１３

Ｃ

１０

１８

２４

Ｅ

③
毎
日
農
業
記
録
賞
の
作
品
集

『
キ
ラ
キ
ラ
農
業
』
を
２０
名
に

④
富
山
和
子
が
つ
く
る
日
本

の
米
カ
レ
ン
ダ
ー
を
２０
名
に

⑤
宮
崎
特
産「
日
向
夏
」

２.５
㎏
箱
を
５
名
に

３

１２

２６

２

７

１６

Ｇ

Ｈ

９

２０

Ｆ

１

１１

１５

２３

２５

▶
応
募
方
法

おわびと訂正 「道２１世紀新聞」２０号１５面の「ク

ロスワード 人と道パズル」で、１３マスと１４マス

の間が黒く塗りつぶされていましたが正しくは白

枠でした。原稿をアレンジする際に起きたミスで

す。お詫びして訂正いたします。

２０号の正解は

「サンチチョクバイ」でした

★ヨコの鍵

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

人
と
道
パ
ズ
ル

第 21号道 21世紀新聞 Route Press 21st.2008 年（平成 20 年）12 月15
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基
調
講
演

で
東
京
大
学

大
学
院
の
坂

村
健
教
授
は

「
８４
年
か
ら

私
が
フ
リ
ー

で
使
え
る
ト

ロ
ン
の
研
究

を
始
め
て
２５

年
。
組
み
込

み
の
研
究
の

延
長
で
ユ
ビ

キ
タ
ス
が
究

極
の
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
安
く
小
さ

く
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
に

組
み
込
ま
れ
る

可
能
性
が
出
て

き
た
。
当
時
の

構
想
は
今
、
ほ

と
ん
ど
実
現
で

き
た
」
と
夢
の

実
現
を
報
告
。

ユ
ビ
キ
タ
ス
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
未
来

に
つ
い
て
も
具

体
的
な
構
想
を

語
っ
た
。

会
場
で
は
セ
ミ
ナ
ー
の
他

「
次
世
代
リ
ア
ル
タ
イ
ム
シ

ス
テ
ム
技
術
展
」
と
「
ユ
ビ

キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
展
」
の
展
示
会
も
併

設
。
「
次
世
代
リ
ア
ル
タ
イ

ム
シ
ス
テ
ム
技
術
展
」で
は
、

最
新
の
組
み
込
み
機
器
開
発

環
境
や
ミ
ド
ル
ウ
エ
ア
、
応

用
製
品
例
な
ど
を
展
示
。

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
展
」
で
は
ユ

ビ
キ
タ
ス
関
連
の
タ
グ
や
リ

ー
ダ
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、

適
用
事
例
な
ど
が
展
示
さ
れ

た
。「

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

パ
ビ
リ
オ
ン
」
で
は
、
中
国

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ

ム
が
ブ
ー
ス
を
出
し
、
東
京

大
学
大
学
院
、
横
浜
国
立
大

学
、
龍
谷
大
学
、
日
本
電
子

専
門
学
校
の
教
育
機
関
も
研

究
成
果
を
紹
介
。

世
界
中
の
産
業
界
が
注
視

す
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
（
組
み
込

み
シ
ス
テ
ム
）
の
中
で
も
、

抜
群
の
注
目
度
と
存
在
感
を

持
つ
Ｔ
｜
Ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、
最
新
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
そ
の
詳
細
を
展

示
し
た
。

未
来
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
紹
介

す
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
で
は
技
術
の
基
礎
か

ら
応
用
、
適
用
方
法
、
標
準

化
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら

ユ
ビ
キ
タ
ス
関
連
技
術
を

紹
介
。
Ｕ
Ｗ
Ｂ

（
Ｕ
ｌ
ｔ
ｒ
ａ

Ｗ
ｉ
ｄ

ｅ

Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
）
を

応
用
し
た
店
舗

Ｃ
Ｒ
Ｍ
シ
ス
テ

ム

の
デ

モ

で

は
、
ス
ー
パ
ー

の
買
い
物
カ
ゴ

に
組
み
込
ん
だ

モ
ニ
タ
ー
と
、

商
品
の
連
動
が

人
気
を
集

め

た
。

２５
年
経
ち
考
え
て
き
た
こ

と
は
実
現
で
き
た
。
今
は
車

の
エ
ン
ジ
ン
、
ビ
デ
オ
機

器
、
デ
ジ
カ
メ
、
プ
リ
ン
タ

ー
、
コ
ピ
ー
機
な
ど
に
も
ト

ロ
ン
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ユ

ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
未
来
は
ど
う
か
？

薬
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
、
食
品
の
中
に

ま
で
入
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
そ

れ
ら
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る
時
代
。
今
は

Ｕ
Ｗ
Ｂ
と
い
う
超
小
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
開
発
。
３０
㍍

～
５０
㍍
に
電
波
を
飛
ば
せ

る
。
実
用
例
で
は
東
邦
薬
品

と
「
光
る
タ
グ
」
を
開
発
、

商
品
の
在
庫
管
理
を
効
率
化

す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。端

末
機
器
を
モ
ノ
に
近
づ

け
れ
ば
、
動
画
や
音
声
で
情

報
を
伝
え
る
こ
と
も
可
能
。

観
光
や
福
祉
に
役
立
ち
、
ユ

ー
ザ
ー
の
嗜
好
傾
向
も
分
か

り
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
も
役

立
つ
。
モ
ノ
と
モ
ノ
を
繋
ぐ

こ
と
も
今
後
の
課
題
だ
。

ま
だ
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
に
は

組
み
込
ん
で
い
な
い
が
、
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
の
よ
う
な
公
共

空
間
や
国
交
省
管
轄
の
道
路

で
、
イ
ン
フ
ラ
の
可
能
性
を

求
め
研
究
し
て
い
る
。
多
様

な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
相
互

接
続
さ
せ
協
調
処
理
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
ワ
イ
ン
・
メ
ー
カ

ー
の
ボ
ト
ル
と
時
計
メ
ー
カ

ー
の
腕
時
計
が
交
信
で
き
る

環
境
を
作
る
こ
と
も
必
要
。

「
自
転
車
↓
視
覚
障
害
者
↓

音
が
出
る
」
と
い
う
構
成
は

自
分
だ
け
で
は
で
き
な
い
。

情
報
を
扱
う
色
々
な
人
た
ち

が
協
力
し
よ
う
、
と
い
う
考

え
で
実
現
可
能
に
な
る
。

ト
ロ
ン
を
組
ん
だ
住
宅
を

ト
ヨ
タ
と
研
究
し
て
き
た
。

雨
が
降
れ
ば
窓
が
自
動
的
に

閉
ま
る
と
か
、
家
庭
の
消
費

電
力
を
抑
え
る
住
宅
プ
ラ

ン
。
大
災
害
時
に
発
電
機
能

を
期
待
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
の
発
電
機
な
ど
は
、
か
な

り
大
き
な
力
に
な
る
。

ユ
ビ
キ
タ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

は
ほ
ぼ
確
立
し
た
が
、
規
格

や
プ
ロ
ト
コ
ル
（
通
信
に
よ

る
会
話
）
の
標
準
化
が
急
務

だ
。
ト
ロ
ン
は
オ
ー
プ
ン
で

無
償
だ
か
ら
世
界
に
普
及
し

た
。
リ
ナ
ッ
ク
ス
や
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
で
は
電
波
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
ず
、
マ
ル
チ

リ
ー
ダ
ー
や
端
末
開
発
が
必

要
に
な
る
。
オ
ー
プ
ン
に
す

れ
ば
究
極
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
同
士
で
会
話
で
き
る
環

境
に
発
展
で
き
る
。
Ｔ
｜
Ｅ

ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

Ｎ
ｏ
Ｔ
Ａ
と
標
準
化
し
よ
う

と
す
る
部
分
が
異
な
る
が
、

重
要
な
の
は
Ｖ
Ｔ
Ｔ
（
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
国
立
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
）
が
ト
ロ
ン
と
同
じ

よ
う
な
考
え
で
オ
ー
プ
ン
に

し
て
い
る
点
だ
。

ト
ロ
ン
は
リ
ナ
ッ
ク
ス
や

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
が
で

き
な
い
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
機
器
を
制
御
す

る
利
点
を
生
か
し
▽

自
然
環
境
の
把
握
▽

畑
の
状
態
か
ら
農
作

物
の
物
流
追
跡
▽
高

速
道
路
な
ど
基
盤
設
備
の
監

視
▽
身
体
状
況
の
把
握
｜
｜

な
ど
、
環
境
や
省
エ
ネ
、
社

会
基
盤
整
備
に
対
応
す
る
構

想
だ
。
ユ
ビ
キ
タ
ス
は
多
く

の
人
が
関
わ
り
合
い
、
オ
ー

プ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
が
必
要

で
、
役
に
立
つ
よ
う
に
な

る
。

超小型コンピューターを組み込む技術展「２
００９年トロン・ショー」が１２月、東京・六本
木の東京ミッドタウンで開かれた。T－Engine
フォーラムと社団法人トロン協会が主催し内
閣府、総務省、文部科学省、厚生労働省、農
林水産省、経済産業省、国土交通省、東京都
が後援した。
注目は、プロジェクトに通信機器制御の基

本ソフト（ＯＳ）「トロン」の開発を手がけるＹ
ＲＰユビキタス・ネットワーキング研究所と、
フィンランド政府が開発した基盤ソフト「Ｎ
ｏＴＡ」（ノタ）の始動だ。携帯電話機の世界最
大手「ノキア」（フィンランド）が端末の開発を
大幅に効率化できるソフトを実用化。様々な
機能の制御が単純な命令一つで可能になり総
開発コストは最大１００分の１に圧縮できる。ノ
キアは「ＮｏＴＡ」のソースコードを携帯メー
カーに無償公開する方針だ。

【
ユ
ビ
キ
タ
ス
】
そ
れ
が
何

で
あ
る
か
意
識
さ
せ
ず
（
見

え
な
い
）
「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
イ
ン
タ
フ
ェ

ー
ス
、環
境
、技
術
。
日
本
で

は
８４
年
に
坂
村
健
教
授
（
当

時
東
京
大
学
助
手
）
が
Ｔ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
表

し
、
ソ
フ
ト
を
無
償
で
公

開
。
日
本
に
お
け
る
ユ
ビ
キ

タ
ス
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

Ｕ
Ｗ
Ｂ
ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ
に
よ
り
買
い
物
カ
ゴ
（
左

上
の
写
真
）
の
位
置
を
検
出
し
、
モ
ニ
タ
ー
に
そ
の

棚
の
商
品
の
説
明
が
表
示
さ
れ
る

急速に進化する

超小型 コンピューター

「
Ｎ
ｏ
Ｔ
Ａ
」始
動

基盤ソフト

携
帯
開
発
を
大
幅
効
率
化
へ

「２００９年

トロン・ショー」

〝
光
る
タ
グ
〟で
商
品
管
理

ユ
ビ
キ
タ
ス
関
連
人
気

広
が
る
ト
ロ
ン
の
未
来

基調講演
要 旨

交
通
、
福
祉
、住
宅
に

ｕ
ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
赤
外
線
マ
ー
カ
ー
に
よ
り
目

的
地
ま
で
移
動
す
る
知
能
ロ
ボ
ッ
ト

基
調
講
演
す
る
坂
村
健
教
授
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